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本
学
と
地
域

社
会
を
つ
な
ぐ

窓
口
を
明
確
に

し
、
地
域
と
の

連
携
事
業
を
総

合
大
学
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
形

に
拡
充
し
て
い

く
た
め
、
本
年
四
月
、
社
会

連
携
推
進
本
部
の
も
と
に
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ
た
▼
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

設
立
以
来
、
毎
月
一
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き

た
。
テ
ー
マ
は
「
飛
鳥
川
の

環
境
」「
安
全
・
安
心
」「
格

差
社
会
」に
関
す
る
も
の
で
、

多
く
の
参
加
者
を
得
て
情
報

発
信
と
し
て
は
成
功
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
実
際
の

連
携
事
業
を
い
か
に
継
続
し

て
い
く
か
が
大
切
だ
と
考
え

る
▼
多
く
の
参
加
者
の
陰
に

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
教
員
、広
報

活
動
に
走
り
回
っ
て
い
た
だ

い
た
職
員
の
努
力
が
あ
る
。

今
後
さ
ら
に
連
携
事
業
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ

ら
に
多
く
の
方
々
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
、
協
力
者
を

増
や
し
て
い
く
仕
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
る
▼
こ
れ
ら
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、

地
域
住
民
の
方
々
が
講
演
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
参

加
す
る
姿
が
あ
り
胸
を
な
で

お
ろ
し
た
。
今
後
は
、
本
学

の
学
生
た
ち
が
、
地
域
住
民

の
方
々
と
と
も
に
、
も
っ
と

積
極
的
に
参
加
で
き
る
連
携

事
業
や
仕
組
み
を
創
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
。

（
広
兼

道
幸
）
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面

カ
レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
創
設
記
念
・
政
策
創
造
学

部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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面

特
集

留
学
生
の
課
外
活
動
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昭和２０年京都生まれ。
昭和４３年大阪外国語大学中国語学科卒業、
昭和４７年大阪大学大学院文学研究科博士課
程所定単位修得後退学。
昭和４７年和歌山大学助手、助教授を経て、
昭和６１年関西大学文学部教授。
平成５年４月国際交流センター所長、平成
１０年１０月文学部長、平成１３年４月副学長。
平成１５年１０月から関西大学学長・理事を、
平成１６年１月から（社）日本私立大学連盟
常務理事を務める。
専門は、中国思想史。

続
い
て
、
六
月
七
日
に
学
長

選
挙
日
程
が
発
表
さ
れ
、
六
月

十
四
日
に
教
育
職
員
、
事
務
職

員
か
ら
選
出
さ
れ
た
百
五
名
の

選
考
委
員
に
よ
っ
て
学
長
候
補

者
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
宇
佐
見
太
市

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授
、

河
田
悌
一
文
学
部
教
授
、
永
田

眞
三
郎
法
学
部
教
授
（
五
十
音

順
）
の
三
名
が
学
長
候
補
者
に

選
ば
れ
、
翌
日
公
示
の
手
続
き

が
と
ら
れ
た
。

次
い
で
、
学
長
候
補
者
に
対

す
る
全
学
学
生
に
よ
る
除
斥
投

票
が
行
わ
れ
た
。
除
斥
投
票
用

紙
は
六
月
二
十
三
日
に
発
送
さ

れ
、
七
月
八
日
（
当
日
消
印
有

効
）
に
投
票
が
締
め
切
ら
れ

た
。
除
斥
投
票
の
集
計
結
果

は
、
七
月
十
九
日
に
次
の
と
お

り
公
示
さ
れ
た
。

除
斥
投
票
数

宇
佐
見
太
市

五
四
〇
票

河
田
悌
一

四
三
七
票

永
田
眞
三
郎

八
八
八
票

除
斥
投
票
の
結
果
は
、
い
ず

れ
の
候
補
者
に
つ
い
て
も
、「
関

西
大
学
学
長
選
挙
規
程
」
第
七

条
第
六
項
に
定
め
る
規
定
数（
全

有
資
格
者
二
万
八
千
五
百
三
十

二
の
三
分
の
一
）
に
達
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
三
名
の
学
長
候
補

者
が
確
定
し
、
公
示
さ
れ
た
。

最
終
的
に
学
長
を
選
出
す
る

学
長
選
挙
会
は
、
七
月
二
十
九

今
回
の
学
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
五
月
十
七
日

に
、
各
学
部
長
、
外
国
語
教
育
研
究
機
構
長
、
法
務
研

究
科
長
お
よ
び
会
計
研
究
科
長
が
選
挙
管
理
委
員
と
な

っ
て
、
学
長
選
挙
管
理
委
員
会
が
構
成
さ
れ
た
。

�����

日
、
全
教
育
職
員
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
選
挙
権
者
は
、
同
規

程
第
九
条
第
四
項
の
定
め
に
基

づ
き
、
現
職
か
つ
専
任
の
教

授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助

手
お
よ
び
副
手
で
、
当
日
の
有

権
者
数
は
五
百
七
十
三
人
、
第

一
次
選
挙
に
お
け
る
投
票
総
数

は
四
百
九
十
二
票
で
あ
っ
た
。

開
票
の
結
果
、
第
一
次
選
挙

に
お
い
て
投
票
総
数
の
過
半
数

を
獲
得
す
る
者
が
な
か
っ
た
た

め
、
同
規
程
第
十
条
第
ニ
項
の

定
め
に
基
づ
き
、
得
票
数
の
多

い
者
二
名
（
河
田
悌
一
教
授
お

よ
び
永
田
眞
三
郎
教
授
）
に
つ

い
て
第
二
次
選
挙
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
河
田
悌
一
教
授
が
投

票
総
数
四
百
八
十
七
票
中
、
二

百
四
十
五
票
を
獲
得
し
、
第
三

十
九
代
の
関
西
大
学
学
長
に
選

出
さ
れ
た
。
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「
神
輿
の
法
則
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
お
神
輿
と
い
う
の

は
、
ふ
だ
ん
は
担
ぎ
手
の
三
分

の
一
が
汗
を
か

き
な
が
ら
担

い
、
三
分
の
一

は
肩
に
載
せ
て

担
い
で
い
る
ふ
り
を
し
、
残
り

の
三
分
の
一
は
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
る
人
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
と
い

う
。
平
坦
な
道
で
は
、
お
神
輿

は
こ
れ
で
も
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

と
こ
ろ
が
上
り
坂
に
な
る

と
、
が
ぜ
ん
汗
を
か
く
担
ぎ
手

が
多
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
坂
を

登
っ
て
い
く
お
神
輿
と
、
相
変

ら
ず
い
い
加
減
な
担
ぎ
方
の
た

め
に
迷
走
し
て
登
れ
な
い
お
神

輿
に
分
か
れ
る
。
こ
れ
は
組
織

論
で
用
い
ら
れ
る
た
と
え
で
あ

る
が
、
困
難
に
直
面
し
た
場

合
、
ど
の
組
織
体
に
も
当
て
は

ま
る
法
則
で
あ
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
そ
の
対
応
如
何
に
よ

っ
て
組
織
体
の
浮
沈
が
決
ま
っ

て
く
る
。

関
大
を
お
神
輿
に
た
と
え
る

と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
ご
神
体
を
「
学

生
の
教
育
、
先
進
的
な
研
究
、

社
会
的
貢
献
」
と
す
れ
ば
、
学

長
は
さ
し
ず
め
お
神
輿
に
綱
を

か
け
、
先
導
し
て
引
っ
張
っ
て

い
く
役
ま
わ
り
で
あ
り
、
担
ぎ

手
は
教
職
員
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
か
。
校
友
、
学
生
の
父

母
た
ち
は
、
お
神
輿
が
ど
う
進

む
の
か
を
注
目
し
て
い
る
見
物

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
さ
し
か
か
っ
て
い
る

急
な
上
り
坂
は
、
少
子
化
、
大

綱
化
、
自
由
競
争
、
第
三
者
評

価
と
い
っ
た
大
学
を
取
り
巻
く

き
び
し
い
環
境
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
学
長
が
い
く
ら
綱
を
引
っ

張
っ
て
も
、
担
ぎ
手
が
一
丸
と

な
っ
て
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
、

坂
を
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
自
明
の
理
で
あ
る
。

河
田
学
長
は
過
去
三
年
間
の

実
績
に
よ
っ
て
再
選
さ
れ
、
今

回
も
新
学
部
創
設
、
学
部
再

編
、
大
学
院
の
改
革
な
ど
の
提

言
を
さ
れ
た
。
ど
れ
ひ
と
つ
と

っ
て
も
容
易
な
課
題
で
は
な
い

が
、
学
長
は
果
敢
に
挑
戦
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
な
い

と
関
大
の
発
展
が
見
込
め
ず
、

他
大
学
の
後
塵
を
拝
す
る
か
ら

だ
。
学
長
の
提
唱
す
る
「
関
大

ル
ネ
サ
ン
ス
の
継
続
」
を
旗
印

に
、
上
り
坂
を
登
っ
て
い
く
の

か
、
あ
る
い
は
ぬ
る
ま
湯
の
中

で
、
座
し
て
「
茹
で
蛙
」
に
な

る
の
か
が
、
い
ま
問
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
文
学
部
教
授

浜
本

隆
志
）
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河
田
教
授
、
第
三
十
九
代
学
長
に
再
選

河田悌一学長の履歴

み

こ

し

�

河
田
学
長
再
選
に
寄
す

学長 文学部教授 河田 悌一（再任）
副学長（総務・学生担当）

文学部教授 芝井 敬司
同（学部・教育推進担当）

商学部教授 安部 誠治
同（大学院・研究推進担当）

工学部教授 越智 光一
学長補佐 法学部教授 大津留智恵子
同 総合情報学部教授 上島 紳一
同 工学部教授 新井 �彦
全学共通教育推進機構長

社会学部教授 �瀬 武典
学生センター所長

商学部教授 奥 和義
同代理 文学部教授 大島 薫
同 総合情報学部教授 田中 成典
入試センター所長

経済学部教授 加勢田 博
同代理 工学部教授 山本 秀樹（再任）
キャリアセンター所長 工学部教授

北嶋 弘一

図書館長
法学部教授 市川 訓敏

国際交流センター所長
外国語教育研究機構教授 カイト由利子
同副所長 外国語教育研究機構教授
ゴードン・スコット・ジョンソン（再任）
産学官連携・知財センター長

工学部教授 杉本 隆史
同副センター長

工学部教授 田實 佳郎
地域連携センター長

総合情報学部教授 上島 紳一
同副センター長

社会学部教授 大西 正曹（再任）
人権問題研究室長

文学部教授 田中 欣和
博物館長

文学部教授 �橋 �博（再任）
�法学部�
学部長 教授 市原 靖久
副学部長 教授 �原 力三
同 教授 森本 哲郎
教学主任 教授 �田 徳夫
同 助教授 上田 真二
入試主任 教授 松尾 知子
学生主任 助教授 西村 枝美
学生相談主事 教授 山本 慶介
�文学部�
学部長 教授 奥 純
副学部長 教授 中谷 伸生
同 教授 山本 卓
教学主任 教授 二階堂善弘
同 助教授 中澤 務
入試主任 専任講師 堀 潤之
学生主任 助教授 安田 忠典

学生相談主事 専任講師 豊田 真穂
�経済学部�
学部長 教授 北川 勝彦
副学部長 教授 樫原 正澄
同 教授 林 宏昭
教学主任 教授 松下敬一郎
同 助教授 本西 泰三
入試主任 助教授 松本 茂
学生主任 助教授 中澤 信彦
学生相談主事 教授 良永 康平
�商学部�
学部長 教授 廣瀬 幹好
副学部長 教授 荒木 孝治
同 教授 �田 友之
教学主任 教授 中邑 光男
同 助教授 杉本 貴志
入試主任 助教授 三谷 真
学生主任 助教授 長谷川 伸
学生相談主事 教授 永沼 博道
�社会学部�
学部長 教授 黒田 勇
副学部長 教授 舟場 拓司
同 教授 山本 雄二
教学主任 教授 熊野 建
同 助教授 橋本 理
入試主任 教授 水野由多加
学生主任 助教授 久本 博行
学生相談主事 助教授 林 直保子
�総合情報学部�
学部長 教授 木谷 晋市
副学部長 教授 桑原 尚史
同 教授 古田 均
教学主任 教授 林 勲
同 教授 堀 雅洋
入試主任 助教授 堀井 康史

学生主任 助教授 喜多 千草
学生相談主事 教授 小松 陽一
�工学部�
学部長 教授 土戸 哲明（再任）
副学部長 教授 内山 寛信
同 教授 	田 裕（再任）
教学主任 教授 小田 廣和（再任）
同 教授 三宅 秀和（再任）
入試主任 教授 村中 徳明（再任）
学生主任 助教授 長岡 康夫
学生相談主事 助教授 橋寺 知子
�外国語教育研究機構�
機構長 教授 宇佐見太市（再任）
副機構長 教授 竹内 理
同 教授 山本 英一（再任）
教学主任 教授 菊地 敦子
同 教授 高橋 秀彰（再任）
�大学院�
法学研究科長 教授 市原 靖久
文学研究科長 教授 奥 純
経済学研究科長 教授 北川 勝彦
商学研究科長 教授 廣瀬 幹好
社会学研究科長 教授 黒田 勇
総合情報学研究科長 教授 木谷 晋市
工学研究科長 教授 土戸 哲明（再任）
外国語教育学研究科長

教授 宇佐見太市
�会計研究科
大学院研究科長

教授 柴 健次（再任）
大学院副研究科長

助教授 富田 知嗣（再任）
教学主任 助教授 富田 知嗣
入試主任 教授 松本 祥尚

新役職者決まる 新しく大学の役職者が決まり、１０月１日付で次のとおり発令された。



新 役 職 者 紹 介 �新 役 職 者 紹 介 �新 役 職 者 紹 介 �新 役 職 者 紹 介 �

世
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
取

り
揃
え
た
人
物
と
い
う
者
に
は
そ
う

ざ
ら
に
は
お
目
に
か
か
ら
な

い
。
高
い
知
性
と
柔
和
な
性

格
、
博
識
に
裏
付
け
ら
れ
た

高
度
な
判
断
力
・
意
思
決
定

力
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
、
卓
越

し
た
情
報
処
理
能
力
と
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
た
感
性
。
そ
ん
な

人
は
い
な
い
、
と
疑
う
人
は

一
度
副
学
長
室
の
ド
ア
を
叩

い
て
ほ
し
い
。
柔
和
な
笑
顔

の
芝
井
敬
司
副
学
長
の
出
迎

え
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
も
万

能
、
声
も
大
変
よ
く
通
る
。

自
宅
で
は
多
忙
な
奥
様
（
大
学
教

員
）
に
代
わ
っ
て
お
嬢
様
の
た
め
に

食
事
を
作
っ
た
り
も
す
る
。

専
門
は
西
洋
近
代
史
学
史
。博
士
（
文

学
）。
歴
史
学
の
歴
史
、
と
い
う

「
メ
タ
」
レ
ベ
ル
の
関
心
と
、

大
英
銀
行
の
書
庫
に
入
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
資
料
を
読
み
漁
る
姿

勢
は
、
学
内
行
政
の
手
腕
に
通

じ
る
。

二
期
四
年
間
の
学
部
長
在
任

中
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
一
学
科
・
多
専
修
制
へ
の
移

行
、
社
会
連
携
推
進
等
数
々
の

実
績
を
あ
げ
た
。
そ
の
前
の
学

内
で
の
各
種
委
員
会
委
員
な
ど

の
経
歴
を
通
し
て
も
、
副
学
長

に
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
人
材
で
あ

る
。

安
部
誠
治
商
学
部
教
授
は
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
（
経
営
学
研
究
科
）

の
出
身
で
、
母
校
で
助
手
、

専
任
講
師
、
助
教
授
を
務
め

た
後
、
平
成
五
年
に
本
学
商

学
部
に
助
教
授
と
し
て
招
聘

さ
れ
、
翌
六
年
に
教
授
に
昇

進
し
た
。
そ
の
後
、
将
来
構

想
計
画
委
員
会
委
員
長
、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
、
商

学
部
長
代
理
な
ど
の
要
職
を

歴
任
し
た
。
と
く
に
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
時
代
に

は
、
関
西
大
学
に
五
十
の
協

定
校
を
つ
く
る
と
い
う

G
lob
alizin

g
K
a
n
d
a
i

構
想
の
実
現
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

公
企
業
論
、
非
営
利
組
織
論
担
当
の

教
授
は
、
公
益
事
業
学
会
や
交
通
学
会

な
ど
に
所
属
し
、
多
く
の
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
業
績
を
残
し
て
お

り
、
公
益
事
業
学
会
に
お
い
て

は
副
会
長
の
重
責
を
担
っ
て
い

る
。
海
外
の
研
究
機
関
や
大
学

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
太
い
。

ま
た
、
交
通
の
安
全
性
や
公
共

性
の
問
題
に
つ
い
て
社
会
に
向

け
て
積
極
的
に
発
言
し
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し

て
、
辛
口
の
論
評
を
続
け
て
い

る
。二

期
目
と
な
る
河
田
執
行
部

に
あ
っ
て
も
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

学
生
部
長
、
工
学
部
長
を
歴
任
し

て
き
た
越
智
光
一
工
学
部
教
授
が
こ

の
度
、「
大
学
院
・
研
究
推
進

担
当
」
の
副
学
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

専
門
は
高
分
子
材
料
で
あ

る
が
、
特
に
エ
ポ
シ
キ
樹
脂

の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
、
高

性
能
電
気
・
電
子
素
材
の
創
成

に
お
い
て
独
創
性
の
高
い
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
日
本
接

着
学
会
現
副
会
長
。

�
強
い
関
大
�
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
、
近
年

本
学
に
お
い
て
は
教
育
・
研

究
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
多
方
面
か
ら
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
強
化

が
進
行
中
で
あ
る
。
性
格
は
明
朗
で
学

生
の
面
倒
見
が
大
変
に
よ
く
、
体
力
が

あ
り
、
企
画
力
・
判
断
力
・
行

動
力
に
優
れ
、
か
つ
、
学
内
外

で
の
役
職
経
験
が
豊
富
な
先
生

で
あ
る
。
国
プ
ロ
・
研
究
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
メ
ン
バ

ー
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
中
の

越
智
教
授
が
、
こ
の
よ
う
な
時

期
に
、
学
長
を
補
佐
し
て
、
大

学
院
を
活
性
化
し
て
研
究
の
質

を
高
め
て
、
有
能
な
人
材
お
よ

び
時
代
を
先
導
す
る
研
究
成
果

を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
推

進
す
る
役
職
に
つ
い
た
の
で
あ

る
。
副
学
長
と
し
て
大
い
に
手
腕
を
発

揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

真
摯
に
物
事
に
と
り
く
む
、
と
い

う
の
が
�
瀬
先
生
へ
の
的
確
な
評
で

あ
ろ
う
。
温
厚
、
篤
実
な
性

格
に
プ
ラ
ス
し
て
文
武
両

道
。
学
生
時
代
か
ら
の
剣
道

も
三
段
の
腕
前
で
あ
る
。
東

京
大
学
の
富
永
健
一
門
下
の

俊
英
と
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
官
僚
制
に
つ

い
て
の
優
れ
た
論
文
を
発
表

し
て
以
後
、「
日
本
企
業
内
の

人
間
関
係
」
へ
の
関
心
か
ら

組
織
論
を
ベ
ー
ス
に
企
業
組

織
、
産
業
社
会
の
研
究
を
進

め
、
組
織
学
会
理
事
・
シ
ニ

ア
・
エ
デ
ィ
タ
ー
等
を
歴
任
し
て
き

た
。
最
近
で
は
、
地
域
活
性
化
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
調
査
研

究
を
機
に
、
地
域
社
会
、
地
方
自
治
体

と
の
連
携
も
す
す
め
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
に
本
学
に
着

任
。
学
部
執
行
部
の
経
験
は
豊

富
で
あ
り
、
学
生
主
任
、
社
会

学
部
長
代
理
、
教
学
主
任
等
の

役
職
を
着
実
に
こ
な
し
て
き

た
。
ま
た
、
全
学
共
通
教
育
推

進
機
構
長
代
理
と
し
て
機
構
を

支
え
て
き
た
。

教
育
熱
心
と
の
定
評
も
あ

り
、
教
養
改
革
等
の
多
く
の
課

題
が
あ
る
だ
け
に
今
後
の
活
躍

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
期
待
に
こ
た
え
る
だ
け
の
力
量
は

十
分
で
あ
る
。

大
学
全
入
時
代
を
迎
え
、
他
大
学

と
の
競
争
的
環
境
の
も
と
で
、
な
お

質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
、

か
つ
研
究
の
充
実
を
は
か
る

と
い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
っ

て
、
法
学
部
に
お
い
て
も
、

よ
り
一
層
の
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
学
部

長
に
就
任
し
た
教
授
は
、
関

大
一
高
か
ら
学
部
、
大
学
院

へ
と
進
ん
だ
生
え
抜
き
で
あ

り
、
関
西
大
学
を
愛
す
る
こ

と
誰
に
も
引
け
を
と
ら
な

い
。
教
授
の
懇
切
丁
寧
な
授

業
に
は
定
評
が
あ
り
、
面
倒
見
の
よ

さ
か
ら
学
生
の
人
気
も
高
い
。
学
部

で
も
、
教
授
に
任
せ
れ
ば
安
心
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
り
、
期
待
を
裏
切
ら
れ
た

こ
と
が
な
い
。

専
門
は
法
思
想
史
。
と
り
わ

け
、『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー

ド
』
で
最
近
注
目
を
集
め
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
か
ら
教
会

法
に
関
す
る
日
本
で
も
数
少
な

い
研
究
者
で
あ
り
、
西
洋
精
神

史
、
西
洋
法
の
根
幹
に
か
か
わ

る
研
究
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
や
ア
ジ
ア
へ
の
関
心

も
深
く
、
そ
の
旺
盛
な
探
究
心

は
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
。
パ

ワ
ー
あ
ふ
れ
る
教
授
の
手
腕
に

よ
り
、
着
実
に
学
部
が
前
進
す
る
こ
と

を
確
信
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
文
学
部
は
矢
継
ぎ
早

に
改
革
を
打
ち
出
し
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
た
が
、
改
革
の
よ
き
理

解
者
で
あ
る
と
と
も
に
自
ら

教
学
主
任
と
し
て
縁
の
下
か

ら
支
え
て
き
た
の
が
奥
純
新

学
部
長
で
あ
る
。
来
た
る
二

年
は
改
革
路
線
を
継
承
し
つ

つ
そ
の
検
証
・
点
検
に
歩
を

進
め
る
時
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
立
っ
て
、
予
想
さ
れ
る

問
題
を
適
正
に
処
理
し
、
学

部
・
院
と
も
に
う
ま
く
ナ
ヴ

ィ
ゲ
ー
ト
し
て
く
れ
る
に
ち

が
い
な
い
。

何
よ
り
も
「
明
る
さ
」
と
い
う
武

器
が
あ
る
。
研
究
対
象
で
あ
る
フ
ラ

ン
ス
現
代
小
説
理
論
の
晦
渋
な
イ
メ
ー

ジ
と
は
裏
腹
に
、
周
囲
に
は
と
に
か
く

笑
い
が
絶
え
な
い
。「
笑
都
」
大

阪
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
生
ま
れ

育
っ
た
天
王
寺
界
隈
の
人
情
と

潔
さ
を
併
せ
持
つ
こ
の
人
の
前

で
は
、
気
ま
ず
さ
も
た
ち
ま
ち

霧
消
し
、
こ
こ
か
し
こ
に
笑
顔

の
花
が
咲
く
。
来
春
十
七
専
修

と
な
る
新
生
文
学
部
を
「
和
」

を
も
っ
て
束
ね
る
に
は
ま
さ
に

適
材
。
す
で
に
広
報
委
員
長
、

就
職
主
事
等
の
要
職
を
歴
任
、

そ
の
能
力
は
証
明
ず
み
だ
。
本

学
出
身
者
と
し
て
母
校
に
投
げ

る
視
線
に
も
人
一
倍
熱
い
も
の
が
あ

る
。
託
さ
れ
た
期
待
は
大
き
い
。

こ
の
た
び
経
済
学
部
の
学
部
長
に

北
川
勝
彦
教
授
が
就
任
し
た
。
北
川

教
授
は
本
学
経
済
学
部
お
よ

び
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の

出
身
で
、
平
成
七
年
に
経
済

学
部
へ
着
任
。
専
攻
は
イ
ギ

リ
ス
帝
国
経
済
史
で
、
日
本

に
お
け
る
南
部
ア
フ
リ
カ
経

済
史
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
国
際
的
に
も
知
ら
れ
、
す

ぐ
れ
た
著
作
と
論
考
を
発
表

し
て
い
る
。

今
年
九
月
ま
で
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
所
長
を
務
め
た
教

授
は
、
豊
富
な
海
外
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
国
際
感
覚
を
も
っ

て
、
海
外
交
流
大
学
の
拡
大
と
充
実

に
貢
献
し
た
。
教
授
の
す
ぐ
れ
た
国
際

感
覚
は
、
経
済
学
部
が
直
面
す
る
国
際

化
の
課
題
に
も
資
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

経
済
学
部
は
今
年
度
、
学
部

創
設
以
来
最
大
規
模
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
を
お
こ
な
っ
た
。

来
年
四
月
か
ら
始
動
す
る
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
舵
取
り
役
と
し

て
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
新
学
部
長
の
責
務
は
重

い
。
温
厚
篤
実
な
性
格
の
う
ち

に
、
改
革
へ
の
強
靭
な
意
思
を

併
せ
持
つ
北
川
教
授
は
、
学
部

長
と
し
て
必
ず
や
手
腕
を
発
揮

す
る
に
ち
が
い
な
い
。

廣
瀬
新
学
部
長
は
、「
讃
岐
三
白
」

で
有
名
（
た
だ
し
、
今
日
で
は
ほ
と

ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
）
な
香

川
県
出
身
。
昭
和
六
十
三
年

母
校
高
知
大
学
の
助
教
授
か

ら
本
学
商
学
部
の
経
営
管
理

論
担
当
の
助
教
授
と
し
て
迎

え
、
平
成
六
年
教
授
に
昇
格

し
た
。
こ
の
人
事
に
は
秘
話

が
あ
っ
た
。
実
は
廣
瀬
氏

は
、
東
京
の
某
有
名
大
学
に

転
籍
さ
れ
る
こ
と
が
九
十
�

以
上
の
確
率
で
内
定
し
て
い

た
に
も
拘
ら
ず
、
ご
内
儀
が

大
阪
出
身
だ
か
ら
「
先
生
は

関
西
大
学
に
来
る
べ
き
だ
」
と
口
説

い
た
の
で
あ
る
。
今
だ
か
ら
、
暴
露

し
て
も
こ
の
話
も
許
さ
れ
よ
う
。

廣
瀬
氏
は
講
義
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る

う
え
に
学
生
の
面
倒
見
も
良

く
、
自
分
に
は
厳
し
い
が
他
の

人
々
へ
は
優
し
い
が
ゆ
え
に
人

望
が
厚
い
。
細
身
に
拘
ら
ず
粘

り
腰
が
強
く
、
文
字
通
り
、
よ

い
意
味
で
の
「
柳
に
雪
折
れ
な

し
」
の
典
型
の
よ
う
な
人
柄
で

あ
る
。

今
年
、
創
設
百
周
年
を
迎
え

た
商
学
部
の
山
積
し
て
い
る
諸

課
題
に
敢
然
と
取
り
組
み
、「
将

来
を
切
り
拓
く
」
最
適
な
舵
取

り
役
で
あ
る
と
の
衆
望
を
担
っ

て
の
登
場
。
関
西
大
学
商
学
博
士
。
日

本
経
営
学
会
常
任
理
事
。

サ
ッ
カ
ー
を
観
る
の
も
好
き
、
プ

レ
イ
す
る
の
も
好
き
、
語
る
の
も
好

き
、
研
究
す
る
の
も
好
き
と

い
う
サ
ッ
カ
ー
フ
リ
ー
ク
で

あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

社
会
を
見
る
目
は
確
か
な
も

の
で
あ
る
。
新
聞
や
放
送
に

登
場
す
る
こ
と
も
多
い
。

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

後
、
京
都
大
学
助
手
、
神
戸

女
子
大
学
、
大
阪
経
済
大
学

を
経
て
平
成
七
年
に
本
学
着

任
。
専
門
は
放
送
の
社
会
学

で
あ
る
。
著
書
『
ラ
ジ
オ
体

操
の
社
会
学
』
は
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
現
在
は
と
り
わ
け
ス
ポ
ー
ツ

と
メ
デ
ィ
ア
、
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
、
メ
デ
ィ
ア
と
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

本
学
で
は
、
豊
か
な
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
大

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
巻

き
込
ん
だ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研

究
会
を
企
画
し
、
教
員
や
学
生

た
ち
に
大
い
に
刺
激
を
与
え
て

き
た
。

こ
の
た
び
学
部
長
兼
研
究
科

長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
、
持
ち
前
の
行
動
力
と
経

験
を
活
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

総
合
情
報
学
部
の
創
設
時
に
、
岩

手
大
学
か
ら
就
任
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
十
年
に
開
催
し
た
総
合

情
報
学
部
の
完
成
年
度
な
ら

び
に
大
学
院
総
合
情
報
学
研

究
科
開
設
を
記
念
し
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
実
行
委

員
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し

た
。
情
報
に
関
連
す
る
諸
分

野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
進

歩
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

り
、
現
在
も
な
お
日
々
進
歩

し
続
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
、
情
報
学
の
成
果
を
教
育

に
活
か
す
に
は
大
き
な
困
難

が
伴
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
「
総

合
」
す
る
学
問
体
系
と
し
て
の
総
合

情
報
学
は
、
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
発
展
途
上

に
あ
る
。総
合
情
報
学
部
は
「
総

合
情
報
学
こ
そ
が
情
報
化
社
会

の
未
来
を
拓
く
上
で
大
き
な
貢

献
が
で
き
る
」
と
い
う
意
気
込

み
を
も
っ
て
、
そ
の
困
難
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
先
生

の
専
門
は
行
政
学
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
多
数
の
論
文
や
著
書
が

あ
る
。
多
様
な
行
政
に
精
通

し
、
発
言
は
い
つ
も
温
厚
で
誠

実
、
内
外
の
信
望
は
極
め
て
厚

い
。
教
育
改
革
の
時
代
に
、
学

部
や
大
学
の
適
切
な
舵
取
り
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

強
い
支
持
を
得
て
の
再
選
で
あ

る
。
来
年
度
よ
り
、
工
学
部
は
シ
ス

テ
ム
理
工
学
部
、
環
境
都
市

工
学
部
、
化
学
生
命
工
学
部

の
三
学
部
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
ま
た
、
工
学
研
究
科

は
、
四
月
よ
り
改
組
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま

え
て
、
さ
ら
に
、
新
三
学
部

体
制
へ
の
難
し
い
舵
取
り
役

の
適
任
者
と
し
て
の
支
持
で

あ
ろ
う
。

土
戸
哲
明
教
授
は
、
平
成

二
年
、
大
阪
大
学
か
ら
本
学

に
着
任
し
た
。
温
厚
で
実
直

な
人
柄
で
、
学
会
の
理
事
や
支
部
長

を
務
め
る
な
ど
、
学
外
で
の
人
望
も

厚
い
。
学
部
長
以
外
に
も
、
学
生
部
長

代
理
、
工
学
研
究
科
長
代
理
を
歴
任

し
、
持
ち
前
の
実
行
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
い
る
。

専
門
は
生
物
制
御
工
学
で
あ

り
、
食
品
、
医
薬
・
医
療
、
環

境
に
お
け
る
微
生
物
の
生
育
、

生
存
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的

に
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
生
物

機
能
の
基
礎
的
解
析
と
そ
の
応

用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

三
学
部
体
制
の
確
立
、
工
学

研
究
科
の
再
改
編
な
ど
「
魅
力

あ
る
理
工
系
三
学
部
」
へ
の
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
二
年
間
の
機
構
長
と

し
て
の
仕
事
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
圧
倒
的
な
支

持
を
得
て
、
再
任
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年
二
月
、
愛

知
県
一
宮
市
生
ま
れ
。
十
二

年
間
の
前
任
校
勤
務
を
経

て
、
本
学
文
学
部
助
教
授
と

な
り
、
平
成
四
年
文
学
部
教

授
に
昇
任
。
そ
の
後
、
平
成

六
年
の
総
合
情
報
学
部
の
創

設
に
尽
力
し
四
年
間
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
で
教
鞭
を
取
る
。

再
び
文
学
部
を
経
て
、
平
成

十
二
年
創
設
の
外
国
語
教
育

研
究
機
構
に
移
籍
。
若
い
時
は
文
芸

雑
誌
の
編
集
に
も
携
わ
り
、
文
学
三

昧
の
毎
日
を
送
っ
た
。
い
つ
も
情
熱
の

こ
も
っ
た
話
し
ぶ
り
で
、
永
遠
の
文
学

青
年
に
も
見
え
る
が
、
本
学
赴

任
後
、
合
計
四
回
に
も
及
ぶ
学

内
移
籍
を
経
験
し
た
苦
労
人
で

あ
る
。
そ
の
ぶ
ん
、
同
僚
や
学

生
へ
の
思
い
や
り
も
人
一
倍
強

い
。
学
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
重
ね
る
う
ち
に
、
外
国
語
教

育
、
そ
し
て
人
間
教
育
の
大
切

さ
を
痛
感
し
た
と
の
こ
と
。

二
期
目
を
迎
え
、
そ
し
て
外

国
語
教
育
学
研
究
科
長
も
兼
任

す
る
こ
と
に
な
っ
た
今
、
外
国

語
機
構
を
「
知
的
創
造
の
拠

点
」
と
し
た
い
と
い
う
想
い
は
、
ま
す

ま
す
募
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

芝井 敬司 副学長

強力なリーダーシップ

全 学 共 通
推進機構長�瀬 武典

改革への誠実なとりくみを期待

北川 勝彦 経済学部長

改革への強靭な意志

木谷 晋市 総合情報学部長

温厚で誠実、厚い信望

安部 誠治 副学長

社会に向けて積極的に発言

市原 靖久 法学部長

パワーあふれる手腕

廣瀬 幹好 商学部長

粘り腰が強く、厚い人望

土戸 哲明 工学部長

難しい舵取り役の適任者

越智 光一 副学長

研究力の高い推進者

奥 純 文学部長

�明るさ�という武器あり

黒田 勇 社会学部長

豊かな人的ネットワークを駆使

外国語教育
研究機構長

宇佐見太市

情熱、思いやりは人一倍

（２）平成１８年（２００６年）１０月１３日第 ３３８ 号
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新
し
く
学
生
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就

任
し
た
教
授
は
、
京
都
大
学
経
済
学

部
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究

科
を
修
了
し
、
山
口
大
学
経

済
学
部
を
経
て
本
学
商
学
部

に
着
任
し
た
。

専
門
は
国
際
貿
易
論
・
日

本
貿
易
論
で
あ
る
。
教
授
は

現
在
商
学
部
に
所
属
し
、
来

年
四
月
に
は
新
設
さ
れ
る
政

策
創
造
学
部
に
移
籍
す
る
予

定
で
あ
る
。
新
学
部
で
は
日

本
と
特
に
関
わ
り
が
深
い
ア

ジ
ア
を
中
心
に
、
国
際
社
会

の
現
実
の
姿
を
深
く
探
求
す

べ
く
新
し
い
教
育
が
行
わ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
教
授
の
深
い
学
識
に
裏

打
ち
さ
れ
た
行
動
力
は
き
っ
と
新
学
部

で
抜
群
の
成
果
を
為
す
と
思
わ
れ
る
。

奥
教
授
と
い
え
ば
保
健
体
育

委
員
会
委
員
長
と
し
て
体
育
会

の
最
重
点
ク
ラ
ブ
の
選
定
に
関

す
る
答
申
を
纏
め
上
げ
ら
れ
た

卓
越
し
た
調
整
能
力
が
思
い
出

さ
れ
る
。

そ
の
教
授
に
ス
ポ
ー
ツ
関
大

の
舵
取
り
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
最
適
の
選
択
で
あ
ろ
う
。学
生

時
代
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
無

二
の
趣
味
と
し
、
今
で
も
社
会

人
の
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場

し
て
い
る
と
い
う
。
ま
さ
に
真

打
ち
の
登
場
と
い
え
よ
う
。

本
学
の
要
職
を
歴
任
し
、
経
済
学

部
の
重
鎮
で
も
あ
る
加
勢
田
博
教
授

が
、
情
勢
厳
し
い
大
学
入
試

に
お
い
て
入
試
セ
ン
タ
ー
所

長
に
着
任
し
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
適
所
に
適
材
を
え
た
と

い
え
る
。

教
授
は
、
本
学
の
大
学
院

で
西
洋
経
済
史
を
学
ん
だ

後
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
北

米
経
済
史
の
研
究
に
研
鑚
し

て
き
た
。
本
学
の
助
手
、
専

任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

昭
和
五
十
七
年
四
月
に
教
授

に
就
任
。
平
成
六
年
十
月
か

ら
二
年
間
経
済
学
部
長
、
平
成
十
一

年
四
月
か
ら
平
成
十
二
年
九
月
ま
で

入
学
試
験
部
長
、
平
成
十
五
年
十
月
か

ら
三
年
間
副
学
長
を
歴
任
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
経
験
豊
富
な
教

授
が
入
試
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し

て
再
登
場
す
る
か
ら
に
は
、
本

学
の
内
部
に
お
け
る
入
試
シ
ス

テ
ム
の
整
備
と
競
争
の
著
し
く

激
し
い
入
試
情
勢
に
対
す
る
長

期
的
視
野
に
立
っ
た
果
敢
な
戦

略
の
策
定
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
教
授
は
、
困
難
な
事
態
を

打
開
す
べ
く
、
沈
着
で
冷
静
な

判
断
力
が
必
要
と
さ
れ
る
時
に

こ
そ
、
も
っ
と
も
実
力
を
発
揮

す
る
人
物
で
あ
る
。
教
授
は
、

必
ず
や
多
く
の
人
々
の
期
待
に
応
え
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

京
都
鴨
川
の
産
湯
を
使
っ
た
生
粋

の
京
都
人
で
、
柔
和
な
物
腰
と
穏
や

か
な
笑
み
を
常
に
絶
や
さ
な

い
魅
力
的
な
人
柄
で
あ
る
。

本
学
工
学
部
の
出
身
で
、
専

門
は
機
械
工
具
の
精
密
加
工

学
で
切
削
・
研
削
・
研
磨
加

工
か
ら
バ
リ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

さ
ら
に
Ｄ
Ｌ
Ｃ
（
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
様
カ
ー
ボ
ン
）
薄
膜
を

工
具
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る

技
術
開
発
へ
と
大
変
幅
広
く

研
究
を
展
開
し
、
砥
粒
加
工

学
会
、
精
密
工
学
会
か
ら
賞

を
幾
度
も
受
賞
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
機
械
工
具
加
工
技
術
で

は
大
き
な
学
術
的
成
果
を
上
げ
、
現

在
、
砥
粒
加
工
学
会
会
長
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
一
方
、
企
業
と
の
共
同
研

究
に
お
い
て
も
活
発
に
取
り
組

み
、
産
学
連
携
に
力
を
注
い
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
企
業
と
大

学
の
関
係
は
就
職
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

広
義
の
人
的
交
流
、
共
同
研

究
、
技
術
情
報
交
換
を
活
発
に

行
い
日
本
の
将
来
技
術
を
担
う

技
術
者
の
養
成
、
日
本
の
技
術

力
強
化
に
貢
献
で
き
る
関
係
を

築
く
べ
き
で
あ
る
。
お
り
し

も
、
企
業
に
も
知
名
度
の
高
い

北
嶋
弘
一
先
生
が
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
所
長
に
就
任
し
た
こ
と
は
心
強

い
ば
か
り
で
あ
る
。

本
学
法
学
部
お
よ
び
法
学
研
究
科

で
学
ん
だ
後
、
昭
和
五
十
年
に
本
学

助
手
と
な
り
、
昭
和
六
十
三

年
に
教
授
に
就
任
。

専
門
は
日
本
法
制
史
で
、

中
世
か
ら
近
代
の
日
本
法
の

諸
相
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
史
料
を
用
い
な
が
ら
実
証

的
に
解
明
し
て
き
た
。
最
近

で
は
、
紀
州
藩
の
牢
番
頭
家

に
遺
さ
れ
た
お
よ
そ
百
五
十

年
に
わ
た
る
御
用
記
録
で
あ

る
「
紀
州
藩
牢
番
頭
家
文

書
」
の
編
纂
に
携
わ
る
と
と

も
に
、
本
学
の
創
立
者
で
あ

る
児
島
惟
謙
や
、
児
島
の
盟
友
で
あ

り
本
学
の
創
立
に
あ
た
っ
て
も
援
助

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
土
居
通
夫
に
つ
い

て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
学
年
史

編
纂
委
員
会
の
副
委
員
長
も
務

め
る
歴
史
家
で
あ
る
。

大
学
図
書
館
は
何
よ
り
も
学

生
の
勉
学
と
教
員
の
研
究
活
動

の
拠
点
で
あ
り
、
こ
の
面
で
の

機
能
の
充
実
が
一
層
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

し
か
し
、
同
時
に
、
大
学
の
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
高
校

生
や
近
隣
市
民
な
ど
へ
の
幅
広

い
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
も
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。
温
厚
篤
実

な
教
授
は
、
粘
り
強
く
諸
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。

学
内
で
の
国
際
化
の
流
れ
が
加
速

し
つ
つ
あ
る
時
に
カ
イ
ト
由
利
子
外

国
語
教
育
研
究
機
構
教
授
と

い
う
、
最
大
の
適
任
者
が
交

流
の
窓
口
と
し
て
の
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
に
抜
擢
さ

れ
た
。
学
生
を
ひ
き
つ
け
る

そ
の
授
業
は
名
人
技
で
あ

り
、
人
柄
に
は
接
す
る
人
の

気
持
ち
を
豊
か
に
さ
せ
る
も

の
が
溢
れ
て
い
る
。
生
粋
の

日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
英
語

の
運
用
に
つ
い
て
は
ネ
イ
テ

ィ
ブ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
神

戸
に
あ
る
カ
ネ
デ
ィ
ア
ン
・

ア
カ
デ
ミ
イ
（
国
際
学
校
）
の
副
学

園
長
先
生
が
ご
主
人
で
あ
る
こ
と
で

納
得
す
る
。

専
門
は
言
語
学
の
中
で
も
社
会
言
語

学
。
言
語
習
得
を
単
な
る
運
用

能
力
の
習
得
と
せ
ず
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
絡
め
て

深
い
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
第
二
言
語
の
習
得
過
程
の

研
究
や
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
の

研
究
で
か
つ
て
の
留
学
先
で
あ

っ
た
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学

で
博
士
号
（
Ｐ
ｈ
�
Ｄ
�
）
を

取
得
。
こ
の
大
学
は
一
八
〇
一

年
創
設
の
全
米
で
も
由
緒
あ
る

大
学
で
、
こ
う
し
た
大
学
と
の

提
携
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
大
学
執
行
部
に
と
っ
て
は
か

け
が
い
の
な
い
「
顔
」
で
あ
る
。

知
ら
な
い
人
の
た
め
に
敢
え
て
記

し
て
お
く
が
、
人
権
問
題
研
究
室
生

え
抜
き
の
人
で
あ
る
。
念
の

た
め
に
い
う
と
、
人
権
問
題

研
究
室
が
部
落
問
題
研
究
室

と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
昭

和
四
十
九
年
四
月
で
あ
る
か

ら
、
以
来
三
十
二
年
余
に
わ

た
っ
て
研
究
室
の
中
心
的
存

在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

部
落
解
放
教
育
を
専
攻
と
す

る
教
育
学
者
で
、『
解
放
教
育

論
再
考
』（
拓
植
書
房
）
な
ど

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
歯
に
衣

着
せ
ぬ
率
直
な
問
題
提
起
を

続
け
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、
人
権
問
題
研
究
室
で
は
女
性
問

題
研
究
班
に
も
籍
を
置
き
、
近
年
は
こ

の
分
野
で
の
発
言
も
多
い
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
全
般
的
な
人
権
教
育

論
の
構
想
に
向
か
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
学
外
で
も
豊
中
市

同
和
問
題
解
決
促
進
協
議
会
会

長
や
滋
賀
県
米
原
市
の
人
権
行

政
の
中
心
的
役
割
を
務
め
る
な

ど
、
部
落
解
放
の
た
め
の
自
治

体
の
活
動
に
積
極
的
に
関
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
昭
和
十
三
年
韓
国
ソ
ウ
ル

（
当
時
、
京
城
市
）
生
ま
れ
。

幼
少
時
の
体
験
も
そ
の
後
の
仕

事
の
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
に
相
違
な
い
。

推
測
す
る
に
、
学
長
か
ら
の
た
っ

て
の
依
頼
に
よ
る
続
投
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
も
無
理
は
な
い
。
か
つ

て
末
永
雅
雄
名
誉
教
授
が
考

古
学
等
資
料
室
と
し
て
創

設
、
そ
の
後
、
網
干
善
教
名

誉
教
授
が
継
承
し
た
関
西
大

学
博
物
館
を
、
二
期
四
年
半

の
間
に
、
文
字
通
り
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
し
て
再
生
さ
せ
た
。

こ
の
間
、
企
画
展
「
関
西
大

学
博
物
館
の
名
品
」「
大
阪
の

商
家
と
引
札
」
の
開
催
を
指

導
し
、
今
春
に
は
創
立
百
二

十
周
年
記
念
事
業
、
な
に
わ
・
大
阪

文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
棟
竣
工

記
念
と
し
て
特
別
展
「
イ
ン
カ
へ
の

道
」
を
開
催
、
三
千
五
百
人
の
見
学
者

を
集
め
た
。
ま
た
羽
間
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
や
東
洋
陶
磁
器
の
収
集

な
ど
、
所
蔵
資
料
の
充
実
も
著

し
い
。
そ
の
手
腕
た
る
や
余
人

の
追
随
を
許
さ
な
い
、
と
い
う

ほ
か
な
い
。

し
か
も
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー

チ
事
業
「
な
に
わ
・
大
阪
文
化

遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、

今
年
で
研
究
期
間
五
年
の
ほ
ぼ

中
間
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
で
あ
る
。
就
任
に
あ

た
り
、
も
う
一
肌
脱
ご
う
、
と
い
う
熱

い
想
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
課
程
博
士

八
人
】

○
杉
浦

武
仁

／
博
士
（
文
学
）

「
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
の

社
会
と
国
制
―
司
教
支
配
の
諸
側
面
を

め
ぐ
っ
て
―
」

○
今
本

幸
平

／
博
士
（
文
学
）

「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
お
け

る
創
作
の
理
念
と
実
践
」

○
伊
伏

啓
子

／
博
士
（
文
学
）

「
１９
世
紀
の
西
洋
人
に
よ
る
中
国
語
文

法
研
究
史
」

○
南
部

ま
き

／
博
士
（
文
学
）

「『
官
話
文
法
』（
１
８
５
７
）
の
研

究
」

○
土
屋

仁
志

／
博
士
（
商
学
）

「
日
系
百
貨
店
の
国
際
化
に
関
す
る
研

究
」

○
細
野

博
志

／
博
士
（
工
学
）

「
鉄
お
よ
び
鉄
―
ク
ロ
ム
合
金
中
へ
の

窒
素
の
溶
解
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

○
加
賀
山

尚
志

／
博
士
（
工
学
）

「D
evelopm

en
t
of
N
ew

M
ethodologies

for
R
adical

A
ddition

R
eaction

s
th
rough

C
atalytic

P
rocesses

」

○
小
山

敏
子

／
博
士
（
外
国
語
教

育
学
）

「F
or
th
e
E
ffective

U
se

of
H
and

―held
E
lectronic

D
iction

aries
in
th
e

J
apan

ese
E
F
L
C
on
text

�Focusing
on
R
etention,

R
eading

C
om
prehension,

an
d
L
earn
ers'

Im
pression

s

」

【
論
文
博
士

十
一
人
】

○
卞

崇

道

／
博
士
（
文
学
）

「
日
本
近
代
思
想
の
ア
ジ
ア
的
意
義
」

○
阪
本

敏
行

／
博
士
（
文
学
）

「
熊
野
三
山
と
熊
野
別
当
」

○
浜
川

栄

／
博
士
（
文
学
）

「
中
国
古
代
黄
河
問
題
史
研
究
」

○
川
神

傳
弘

／
博
士
（
文
学
）

「
サ
ル
ト
ル
の
文
学
―
倫
理
と
芸
術
の

は
ざ
ま
を
奏
で
る
受
難
曲
―
」

○
尾
�

公
子

／
博
士
（
文
学
）

「
公
教
育
導
入
期
に
お
け
る
教
員
管
理

政
策
の
研
究
―
『
品
行
』
規
範
に
着
目

し
て
」

○
牧
野

由
香
里

／
博
士
（
文
学
）

「『
議
論
』
の
デ
ザ
イ
ン
―
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
メ
デ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

―
」

○
�
田

友
之

／
博
士
（
商
学
）

「
ト
レ
ー
ド
・
タ
ー
ム
ズ
の
使
用
動
向

に
関
す
る
実
証
研
究
」

○
水
野

由
多
加

／
博
士
（
商
学
）

「
統
合
広
告
論
―
実
践
秩
序
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」

○
赤
松

猛
史

／
博
士
（
工
学
）

「
超
硬
小
径
ボ
ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
に
よ

る
深
彫
り
加
工
に
関
す
る
研
究
」

○
定
兼

利
行

／
博
士
（
工
学
）

「
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
物
理
設
計
の
自
動
化
に

関
す
る
研
究
」

○
山
根

繁

／
博
士
（
外
国
語
教
育

学
）

「
日
本
人
Ｅ
Ｆ
Ｌ
学
習
者
の
発
話
と
音

声
の
特
徴
―
心
理
言
語
学
の
観
点
か

ら
」

学
位
記
授
与
式
が
、
九
月
十
九
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年
記
念

会
館
で
行
わ
れ
、
次
の
十
九
氏
に
関
西
大
学
か
ら
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

被
授
与
者
の
学
位
お
よ
び
博
士
論
文
名
は
次
の
と
お
り
。

●
次
世
代
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
基
盤
共
同

構
築
事
業
委
託
事
業
に
採
択

本
学
が
提
案
し
た
「
Ｋ
Ｕ
リ
ポ
ジ
ト

リ
（
仮
称
）」
が
国
立
情
報
学
研
究
所
に

よ
る
次
世
代
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
基
盤
共

同
構
築
事
業
委
託
事
業
に
お
け
る
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
・
運
用
事
業
の
領
域

に
お
い
て
、
採
択
さ
れ
た
。
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
構
築
・
運
用
事
業
と
は
、
大
学

か
ら
の
情
報
発
信
力
を
強
化
し
、
大
学

に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
可
視
性
を

高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
社
会

的
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
大
学
の
独
自
性
を
生
か
し
た
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
・
運
用
を
推
進

す
る
事
業
で
あ
る
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
お
よ
び
コ
ロ

ン
ボ
大
学
と
協
定
を
締
結

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大

学
と
本
学
の
間
で
国
際
交
流
計
画
に
関

す
る
基
本
協
定
お
よ
び
学
部
・
大
学
院

学
生
交
換
に
関
す
る
協
定
、
ま
た
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
大
学
と
本
学
の

間
で
国
際
交
流
計
画
に
関
す
る
基
本
協

定
を
締
結
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
定

大
学
は
三
十
二
校
と
な
る
。
マ
レ
ー
シ

ア
科
学
大
学
は
、
一
九
六
九
年
に
創
立

さ
れ
た
国
立
総
合
大
学
で
あ
り
、
約
二

万
六
千
人
の
学
生
を
擁
す
る
国
際
的
に

も
有
名
な
大
学
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ

ン
ボ
大
学
は
、
約
一
万
人
の
学
生
を
擁

す
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
最
も
古
い
大
学
で

あ
り
、
大
学
の
運
営
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
カ
レ
ッ
ジ
・
ハ
ウ
ス
は
年
代
物
で

市
の
有
名
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
も
な
っ

て
い
る
。

●
日
本
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
・
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｗ
）
に
入
会

本
学
は
、
教
育
活
動
で
得
ら
れ
た
知

的
資
産
を
学
内
外
に
公
開
す
る
た
め
に

「
教
え
と
学
び
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
を

開
設
す
る
。
こ
の
度
、
こ
の
教
育
の
オ

ー
プ
ン
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
日

本
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
・
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｗ
）
に
入
会
し

た
。
日
本
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
・

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｗ
）
は
、

高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
正
規
に
提
供

さ
れ
た
講
義
お
よ
び
関
連
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
償
公
開
す
る
オ
ー
プ

ン
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
の
活
動
に
関
し
、
会

員
間
で
の
情
報
交
換
を
行
い
、
こ
の
活

動
を
援
助
し
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

●
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授

ピ
ー
タ
ー
・
マ
サ
イ
ア
ス
氏
に
名
誉
博

士
号
を
贈
呈

九
月
二
十
六
日
、
第
二
学
舎
「
Ｂ
Ｉ

Ｇ
ホ
ー
ル
１００
」
に
お
い
て
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
ピ
ー
タ
ー

・
マ
サ
イ
ア
ス
氏
へ
の
名
誉
博
士
号
の

贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
た
。
名
誉
博
士
号

の
贈
呈
は
十
一
人
目
と
な
る
。
ピ
ー
タ

ー
・
マ
サ
イ
ア
ス
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
を

代
表
す
る
経
済
史
家
と
し
て
世
界
的
に

著
名
な
学
者
で
あ
り
、
経
済
史
家
と
し

て
最
高
位
と
も
言
う
べ
き
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
の
チ
チ
ー
ル
経
済
史
講
座

の
正
教
授
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九

八
三
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
は
皇
太
子

徳
仁
親
王
殿
下
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
に
留
学
さ
れ
た
際
に
研
究
指
導
を

務
め
、
現
在
も
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。

奥 和義 学生センター所長

深い学識は抜群の成果を為す

市川 訓敏 図書館長

温厚篤実な歴史家

�橋 �博 博物館長

余人の追随を許さぬ手腕

加勢田 博 入試センター所長

冷静、沈着な行動力

カイト由利子 国際交流センター所長

国際化の流れに適任

北嶋 弘一 キャリアセンター所長

温厚な人柄による指導力

田中欣和 人権問題研究室長

研究熱心、積極的

平成１８年（２００６年）１０月１３日第 ３３８ 号（３）
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八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
の
六
日
間
、
文
部
科
学

省
の
委
嘱
を
う
け
て
本
学
で
開

催
さ
れ
た
「
英
語
指
導
力
開
発

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
第
一
フ
ェ

イ
ズ
）
が
成
功
裏
に
終
わ
っ

た
。
参
加
者
は
、
将
来
指
導
的

な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
中
学
・
高
校
の
英
語

教
員
三
十
人
。
最
初
の
四
日
間

は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
岩
崎
記

念
館
に
お
い
て
通
学
形
式
で
、

残
り
二
日
間
は
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
高
岳
館
に
お
い
て
合
宿
形
式

で
実
施
さ
れ
た
。
初
日
は
、
ど

の
参
加
者
の
顔
も
緊
張
と
不
安

を
見
せ
て
い
た
が
、
最
終
日
に

は
、
達
成
感
と
満
足
感
で
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
た
ほ
ど
、
き
わ
め

て
有
意
義
な
研
修
会
で
あ
っ

た
。こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
大
学
院

外
国
語
教
育
学
研
究
科
が
、
競

争
的
資
金
と
し
て
文
部
科
学
省

か
ら
獲
得
し
た
も
の
で
あ
り
、

研
究
科
の
教
員
と
現
場
の
達
人

教
員
が
講
師
と
な
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
参
加
者
の
指

導
力
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
目

的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教

員
の
卵
で
あ
る
同
研
究
科
の
学

生
が
Ｔ
Ａ
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
支
え
、
そ
の
裏
方
と
し

て
の
仕
事
の
中
で
、
教
師
力
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
、
も
う

一
つ
の
目
的
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
。

第
一
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、「
授
業

実
践
論
」、「
教
授
法
」、「
デ
ジ

タ
ル
教
材
作
成
」
な
ど
の
テ
ー

マ
が
扱
わ
れ
た
が
、
九
月
末
か

ら
十
月
末
ま
で
隔
週
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
第
二
フ
ェ
イ
ズ
で

は
、「
自
己
表
現
力
」、「
振
り
返

り
」、「
気
づ
き
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
研
修
が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
両
フ
ェ
イ
ズ
を

優
秀
な
成
績
で
修
了
し
た
者
に

は
、
研
究
科
か
ら
大
学
院
の
単

位
（
二
単
位
分
・
入
学
時
に
有

効
）
が
与
え
ら
れ
る
。

（
前
外
国
語
教
育
学
研
究
科
長

竹
内

理
）

こ
の
た
び
、
本
学
は
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
お
よ
び
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大
学
と
の
間
に
学

生
交
換
協
定
を
締
結
し
た
。
ケ
ル
ン
大
学
は
本
学
に
と
っ
て
二
十
九
番
目
、
コ
ン
ス
タ
ン

ツ
大
学
は
三
十
番
目
の
協
定
大
学
と
な
る
。
ド
イ
ツ
国
内
の
協
定
大
学
は
、
す
で
に
協
定

を
結
ん
で
い
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
を
含
め
て
三
校
と
な
る
。

ケ
ル
ン
大
学

ケ
ル
ン
大
学
は
、
一
三
八
八

年
に
創
立
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
二

番
目
に
古
い
大
学
で
、
研
究
分

野
の
業
績
が
優
れ
た
四
大
学
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
遺

伝
子
研
究
に
お
い
て
は
二
つ
の

特
別
研
究
セ
ク
タ
ー
が
存
在

し
、
そ
の
他
に
も
物
理
の
分
野

に
お
い
て
二
つ
の
特
別
研
究
セ

ク
タ
ー
が
あ
る
。
学
生
の
内
訳

は
、
学
部
学
生
約
五
万
人
、
大

学
院
学
生
約
四
千
四
百
人
、
留

学
生
約
六
千
二
百
人
と
な
っ
て

い
る
。
同
大
学
の
新
し
い
試
み

の
一
つ
に
は
法
科
学
生
の
た
め

の
四
年
制
の
英
語
・
ド
イ
ツ
語

兼
用
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
と
共
同
で
提
供

す
る
新
設
学
科
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
学
科
を
有
し

て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

一
方
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大
学

は
、
ス
イ
ス
と
の
国
境
に
あ
る

ボ
ー
デ
ン
湖
に
面
し
た
小
さ
な

町
に
あ
る
。
有
名
な
社
会
学
者

ラ
ル
フ
・
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
�

が
協
力
し
て
、
一
九
六
六
年
に

創
立
さ
れ
た
こ
の
大
学
は
、
ド

イ
ツ
の
大
学
の
中
で
も
比
較
的

新
し
く
、
革
新
的
な
研
究
・
指

導
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
に
は
大
学
図
書
館

が
二
十
四
時
間
開
い
て
い
る
曜

日
を
設
け
、
ド
イ
ツ
初
の
試
み

と
な
っ
た
。
学
生
数
は
約
一
万

人
、
留
学
生
数
は
約
千
五
百
人

と
な
っ
て
お
り
、
大
半
の
学
生

は
法
、
経
済
、
社
会
学
部
に
属

し
て
い
る
。
学
生
数
が
多
く
な

い
分
、
行
き
届
い
た
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
で

行
わ
れ
る
授
業
も
増
え
て
お

り
、
四
季
折
々
に
楽
し
む
こ
と

が
可
能
な
各
種
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
豊
富
さ
も
手
伝
っ
て

留
学
生
に
も
魅
力
的
な
大
学
と

な
っ
て
い
る
。

今
回
の
学
生
交
換
協
定
の
締

結
に
よ
り
、
両
大
学
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
毎
年
二
人
枠
で
派
遣
を

行
う
こ
と
に
な
る
。
十
一
月
六

日
（
月
）
ま
で
、
平
成
十
九
年

度
交
換
派
遣
留
学
生
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
両
大
学
へ

の
留
学
を
希
望
す
る
人
は
大
い

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

今
後
さ
ら
に
、
本
学
の
国
際

交
流
に
関
す
る
新
構
想
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
一
年
ま
で
に
目

標
の
五
十
校
を
め
ざ
し
て
、
世

界
各
国
に
協
定
大
学
を
増
や

し
、
世
界
に
向
け
て
学
術
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い

く
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

大学院学内進学試験の合格発表
２００７（平成１９）年度大学院（法学、文学、経
済学、商学、社会学、総合情報学、工学、外国
語教育学および会計研究科）の学内進学試験を
実施した。

第
四
回
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
戦
略
研
究
国
際
会
議
が
、
平

成
十
八
年
九
月
一
日
に
東
京
都

千
代
田
区
丸
の
内
の
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
・
エ
ム
プ
ラ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

午
前
の
研
究
会
は
英
語
を
用

い
て
開
催
さ
れ
、
ソ
シ
オ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
三
人
の
報
告
が
あ
っ

た
。午

後
の
基
調
講
演
と
討
論
は

日
英
同
時
通
訳
つ
き
で
行
わ

れ
、
日
米
欧
の
大
学
教
授
、
中

央
省
庁
幹
部
な
ど
の
有
識
者
四

十
五
人
の
参
加
を
得
た
。
基
調

講
演
者
は
、
イ
ア
ン
・
フ
ォ
ス

タ
ー
（
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
）、
ジ

ョ
ン
・
ザ
イ
ス
マ
ン
（
Ｕ
Ｃ
バ

ー
ク
レ
ー
教
授
）、
鵜
飼
康
東

（
総
合
情
報
学
部
教
授
）
で
あ

っ
た
。
続
い
て
の
討
論
は
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
政
策
研
究
の
融

合
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

司
会
者
は
篠
�
彰
彦
（
九
州
大

学
大
学
院
教
授
）と
松
岡
聡（
東

京
工
業
大
学
教
授
）
で
あ
り
、

パ
ネ
リ
ス
ト
は
基
調
講
演
者
三

人
と
林
敏
彦
（
大
阪
大
学
名
誉

教
授
）
で
あ
っ
た
。

本
会
議
は
、
関
西
大
学
の
歴

史
上
は
じ
め
て
東
京
都
心
で
開

催
し
た
国
際
会
議
と
い
う
意
義

の
み
な
ら
ず
、
本
学
の
学
際
的

研
究
の
迫
力
を
示
し
て
、
参
加

者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

（
総
合
情
報
学
部
教
授

鵜
飼

康
東
）

九
月
二
十
一
日
、
学
生
へ
の

修
学
上
の
支
援
業
務
を
一
元
化

し
た
教
務
セ
ン
タ
ー
が
第
二
学

舎
一
号
館
一
階
に
開
設
さ
れ

た
。

教
務
セ
ン
タ
ー
は
本
学
創
立

百
二
十
周
年
を
機
に
、
大
学
改

革
の
一
環
と
し
て
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
学
生
お
よ
び
大

学
院
生
約
二
万
八
千
人
、
教
員

約
一
千
人
を
対
象
に
、全
学
共
通

の
基
準
に
基
づ
く
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て
い
る
。

学
生
の
目
線
に
立
っ
た
よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ポ
ー
ト

の
質
向
上
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
不
明

な
点
や
気
付
い
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
も
ら

い
た
い
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー
）

本
学
で
は
、
近
畿
経
済
産
業

局
と
連
携
し
て
「
明
日
の
日
本

を
支
え
る
元
気
な
モ
ノ
作
り
中

小
企
業
三
百
社
」（
平
成
十
八
年

四
月
十
一
日
経
済
産
業
省
発

表
）
の
近
畿
選
定
企
業
六
十
四

社
の
中
か
ら
経
営
者
を
講
師
に

招
き
、
経
営
戦
略
や
技
術
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
の
取
り
組
み
を
講

義
す
る
「
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業

の
経
営
戦
略
講
座
」
を
開
講
す

る
。
開
講
日
、
講
師
、
テ
ー
マ

は
社
会
学
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

参
照
の
こ
と
。
土
曜
日
の
第
三

時
限
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

三
学
舎
で
実
施
。
社
会
学
部
生

以
外
の
参
加
も
歓
迎
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー
）

本
学
で
は
、
学
部
お
よ
び
外

国
語
教
育
研
究
機
構
と
大
学
院

の
各
研
究
科
を
一
体
的
に
運
用

し
、
学
部
教
育
と
大
学
院
教
育

が
一
貫
性
を
も
っ
て
運
営
さ
れ

る
よ
う
、
本
年
十
月
か
ら
学
部

長
・
外
国
語
教
育
研
究
機
構
長

が
、
関
連
の
各
研
究
科
長
を
兼

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

の
運
営
を
リ
ー
ド
す
る
執
行
部

の
体
制
を
、
次
の
よ
う
に
変
更

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
学
部
長
・
外
国
語
教
育
研
究

機
構
長
が
大
学
院
研
究
科
長

を
兼
任
し
ま
す
（
専
門
職
大

学
院
を
除
く
）。

�
副
学
部
長
（
こ
れ
ま
で
の
学

部
長
代
理
）
を
二
人
に
増
員

（
政
策
創
造
学
部
を
除
く
）

し
、学
部（
機
構
）の
執
行
部
が

一
体
と
な
っ
て
研
究
科
を
運

営
す
る
こ
と
に
よ
り
、学
部
・

大
学
院
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
な
お
、
大
学
院
研
究

科
長
代
理
は
廃
止
し
ま
す（
専

門
職
大
学
院
を
除
く
）。

�
専
門
職
大
学
院
の
法
務
研
究

科
と
会
計
研
究
科
で
は
、「
研

究
科
長
代
理
」
を
「
副
研
究

科
長
」
と
改
称
し
ま
す
。

�
外
国
語
教
育
研
究
機
構
で

は
、「
機
構
主
任
」
を
「
教
学

主
任
」
に
改
称
し
ま
す
。

�
工
学
部
は
、
平
成
十
九
年
四

月
か
ら
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

・
環
境
都
市
工
学
部
・
化
学

生
命
工
学
部
に
再
編
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
長

の
う
ち
一
人
が
工
学
研
究
科

長
を
兼
任
し
ま
す
。

（
学
長
課
）

２００７（平成１９）年度
大学院学内進学試験結果

合格
者数

３

０

０

３

５

３

６

２

２

９

３

１

２

３

２

０

４

４２

４

０

４

１

７

８

１

２

１２

０

１５

６

１４

２０

０

３４

２０

２１

１２

１５

１

１８

３４

１３

１２

１８０

４

４

４

２８０

志願
者数

３

０

０

３

５

３

６

６

２

１２

３

１

２

３

２

０

７

５２

４

０

４

１

７

８

１

２

２１

３

２７

６

１４

２０

―

０

３５

２０

２１

１２

１５

１

１８

３４

１３

１２

１８１

６

６

４

３０５

定員

６０

６０

１０８

１０８

５０

５０

５

３０

３５

１０

１０

１０

１０

４０

４０

４０

８０

１２５

４０

１１０

２７５

２５

２５

７０

７４３

コース・専修・分野

法政研究コース

企業法務コース

公共政策コース

英文学専修

英米文化専修

国文学専修

哲学専修

芸術学美術史専修

日本史学専修

西洋史学・アジア史学専修

ドイツ文学専修

フランス文学専修

中国文学専修

地理学専修

教育学専修

心理学専修

プロジェクトコース

アカデミックコース

研究者コース

専門職コース

―

―

―

―

―

―

応用自然科学分野（数学系）

応用自然科学分野（物理・応用物理学系）

機械工学分野

先端情報電気工学分野

電子情報システム工学分野

システムマネジメント工学分野

都市環境工学分野

建築学分野

化学工学分野

応用化学分野

先端マテリアル工学分野

生命・生物工学分野

―

―

専攻

法学・
政治学

計

総合人文学

計

経済学

計

商学

計

社会学

産業社会学

社会心理学

マス・コミュニケーション学

計

社会情報学

知識情報学

計

システム
デザイン

ソーシャル
デザイン

ライフ・
マテリアル
デザイン

計

外国語教育学

計

会計人養成

合計

研究科

法学

文学

経済学

商学

社会学

総合情
報学

工学

外国語
教育学

会計

ドド
イイ
ツツ
のの
２２
校校
とと
交交
換換
協協
定定

第２学舎１号館１階に
教務センターが開設

毎
年
、各
２
人
枠
で
派
遣

１１４４世世紀紀創創立立ののケケルルンン大大
新新進進ののココンンススタタンンツツ大大

座

「
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業
の

経
営
戦
略
講
座
」
を
開
講

講携連

ソソ
シシ
オオ
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
戦戦
略略
研研
究究

東東
京京
国国
際際
会会
議議
をを
開開
催催

学際的研究の
迫力を示す

学部・外国語教育研究機構・
大学院における執行部体制
の変更についてのお知らせ

★

成功裏に
終わる

（
第
一
フ
ェ
イ
ズ
）

（４）平成１８年（２００６年）１０月１３日第 ３３８ 号
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関
西
法
律
学
校
と
し
て
大
阪
西
区
の
願
宗
寺
に
開
校
。

法
学
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
の
薫
陶
を
受
け
た
司
法
官

の
小
倉
久
、鶴
見
守
義
、井
上
操
ら
が
吉
田
一
士
と
と
も

に
設
立

経
済
学
科
を
増
設

「
私
立
関
西
大
学
」
と
改
称
。
大
学
科
、
大
学
予
科
お
よ

び
専
門
科（
い
ず
れ
も
法
律
・
経
済
の
二
学
科
）を
設
置

商
業
学
科
を
増
設
し
、北
区
上
福
島
に
福
島
学
舎
を
建
設

し
、移
転

千
里
山
に
学
舎
を
新
設
。法
学
部
と
商
学
部
の
二
学
部
を

持
つ
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
、「
関
西
大
学
学
歌
」も
制
定

大
淀
区
長
柄
に
天
六
学
舎
を
新
設
。専
門
部
を
こ
こ
に
移

転第
一
中
学
校
を
開
校
。関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
宣
言
。戦
後

の
混
乱
期
の
中
、岩
崎
卯
一
学
長
が
大
学
再
建
の
指
導
理

念
を
提
唱

新
制
大
学
に
移
行
。法
・
文
・
経
済
・
商
の
四
学
部
、男
女
共

学
、第
一
部
・
第
二
部
を
備
え
る
総
合
大
学
に
。第
一
高
等

学
校
を
開
校

新
制
大
学
院
を
設
置

幼
稚
園
を
開
園

第
二
部
の
全
学
部
を
天
六
学
舎
へ
移
転
。第
一
高
等
学
校

を
天
六
学
舎
か
ら
千
里
山
学
舎
へ
移
転

第
一
中
学
校
を
天
六
学
舎
か
ら
千
里
山
学
舎
へ
移
転

工
学
部
を
設
置

社
会
学
部
を
設
置

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー（
平
成
十
六
年
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
と
改
称
）を
開
設

総
合
図
書
館
を
開
館

創
立
百
周
年
記
念
式
典
。大
阪
城
ホ
ー
ル
に
一
万
三
千
人

が
集
結

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。学
生
国
際
交
流
館
・
秀
麗

寮
を
建
設
。百
周
年
記
念
会
館
が
竣
工

百
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
高
岳
館
が
竣
工

総
合
情
報
学
部
を
設
置
。関
西
大
学
博
物
館
を
開
館
。第

二
部
が
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

移
転

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
を
開
設

外
国
語
教
育
研
究
機
構
を
設
置
。尚
文
館
が
竣
工

児
島
惟
謙
館
が
竣
工

関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
を
開
設

法
科
大
学
院
を
設
置
。ス
ー
パ
ー
S
I
N
E
T
の
運
用
開

始総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
が
竣
工
。会

計
専
門
職
大
学
院
を
設
置
。関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

が
竣
工
。

十
一
月
四
日
　
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典

１
８
８
６
年

（
明
治
19
）

１
９
０
４
年

（
明
治
37
）

１
９
０
５
年

（
明
治
38
）

１
９
０
６
年

（
明
治
39
）

１
９
２
２
年

（
大
正
11
）

１
９
２
９
年

（
昭
和
４
）

１
９
４
７
年

（
昭
和
22
）

１
９
４
８
年

（
昭
和
23
）

１
９
５
０
年

（
昭
和
25
）

１
９
５
１
年

（
昭
和
26
）

１
９
５
３
年

（
昭
和
28
）

１
９
５
７
年

（
昭
和
32
）

１
９
５
８
年

（
昭
和
33
）

１
９
６
７
年

（
昭
和
42
）

１
９
８
２
年

（
昭
和
57
）

１
９
８
５
年

（
昭
和
60
）

１
９
８
６
年

（
昭
和
61
）

１
９
８
９
年

（
平
成
元
）

１
９
９
２
年

（
平
成
４
）

１
９
９
４
年

（
平
成
６
）

１
９
９
７
年

（
平
成
９
）

２
０
０
０
年

（
平
成
12
）

２
０
０
１
年

（
平
成
13
）

２
０
０
３
年

（
平
成
15
）

２
０
０
４
年

（
平
成
16
）

２
０
０
６
年

（
平
成
18
）
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百
二
十
年
と
い
う

時
の
流
れ

い
よ
い
よ
記
念
式
典
が
押
し

迫
り
、
改
め
て
百
二
十
年
の
歴

史
と
伝
統
の
重
み
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
る
。創
立
記
念
日
（
十

一
月
四
日
）
の
式
典
を
控
え
、

多
く
の
先
人
が
築
き
上
げ
て
き

た
そ
の
業
績
を
称
え
、
さ
ら
な

る
充
実
・
発
展
を
め
ざ
す
べ
く

飛
躍
の
好
機
と
し
た
い
。

明
治
十
九
年
十
一
月
に
開
校

と
な
っ
た
関
西
法
律
学
校
の
時

代
か
ら
数
え
て
、
百
二
十
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
百
二
十
年
と
い
う
「
時
」

は
、
と
て
つ
も
な
く
長
い
「
移

ろ
い
」
で
あ
り
、「
年
輪
」
で
あ

る
。
単
に
時
間
の
経
過
と
い
う

視
点
で
考
え
れ
ば
「
移
ろ
い
」

で
あ
る
が
、「
歴
史
」
と
い
う
観

点
で
見
れ
ば
、
大
変
な
労
苦
を

伴
っ
た
幾
重
も
の
「
年
輪
」
で

あ
る
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六

年
）
発
足
以
来
、
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
先
人
の
苦
労
と
努
力

を
経
て
、
今
日
の
関
西
大
学
は

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

周
年
ご
と
に

成
長
す
る
関
大

大
阪
西
区
京
町
堀
の
願
宗
寺

で
関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る
関

西
法
律
学
校
が
誕
生
し
て
以

来
、
昭
和
十
一
年
に
五
十
周
年

式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
二
年
前
で
あ
る
昭
和
九
年
に

は
じ
め
て
学
部
長
制
度
が
誕
生

し
た
。
当
時
の
仁
保
学
長
の
講

演
で
は
「
教
学
刷
新
の
急
務
」

が
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
七
十
周
年
の
頃
は
、

学
舎
が
従
来
ま
で
の
木
造
か
ら

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
画
期

的
に
変
わ
っ
た
時
代
で
あ
る
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
昭
和

三
十
年
に
竣
工
さ
れ
た
第
一
学

舎
一
号
館
が
あ
る
が
、
そ
こ
の

大
講
堂
（
Ｄ
教
室
）
で
七
十
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
て
い

る
。
同
式
典
で
は
、
第
一
回
卒

業
生
の
校
友
総
代
で
あ
る
内
田

重
成
氏
（
元
貴
族
院
議
員
）
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

昭
和
四
十
年
に
行
わ
れ
た
創

立
八
十
周
年
で
は
記
念
事
業
の

メ
イ
ン
と
し
て
本
部
棟
で
あ
る

関
西
大
学
会
館
の
建
設
が
行
わ

れ
、
記
念
式
典
は
、
新
装
と
な

っ
た
本
格
的
な
体
育
館
（
現
東

体
育
館
）
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
。二

十
年
前
の
百
周
年
で
は
公

認
プ
ー
ル
跡
地
に
百
周
年
記
念

会
館
と
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
式

典
を
大
阪
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て

一
万
三
千
人
を
招
い
て
挙
行
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま

さ
に
時
代
の
流
れ
は
徐
々
に
加

速
し
、
複
雑
化
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
過
酷
な
時
代

の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
の
で
き

な
い
�
関
大
丸
�
は
、
行
く
先

を
見
据
え
た
新
た
な
航
海
に
向

け
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
再
び

帆
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「

大
学
全
入
時
代
」

に
向
け
て

さ
て
、
一
般
的
に
私
立
大
学

の
周
年
記
念
に
つ
い
て
話
す
場

合
、
た
い
て
い
歴
史
の
重
み
や

伝
統
と
い
っ
た
内
容
が
主
流
で

あ
る
が
、
私
は
、
関
西
大
学
が

百
二
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
お
寺
の
一
室
を
間
借
り

し
た
法
律
学
校
か
ら
一
大
総
合

学
園
へ
と
飛
躍
し
て
き
た
関
西

大
学
が
二
十
一
世
紀
に
ど
の
よ

う
な
独
自
性
を
確
立
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の

本
学
の
進
む
べ
き
道
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、�
強
い
関
西
大

学
�
を
築
く
た
め
に
ど
う
あ
る

べ
き
か
等
々
に
つ
い
て
考
え
直

す
絶
好
の
機
会
に
し
た
い
と
思

う
。先

頃
、新
聞
紙
上
な
ど
で
「
も

う
一
つ
の
二
〇
〇
七
年
問
題
」

と
し
て
、
少
子
化
の
影
響
に
よ

り
、
来
年
度
の
入
試
か
ら
、
大

学
・
短
大
の
志
願
者
数
と
入
学

者
数
が
試
算
上
、
同
じ
に
な
る

「
大
学
全
入
時
代
の
到
来
」
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

「
大
学
全
入
時
代
」
と
い
っ
て

も
進
学
希
望
者
が
ど
こ
に
で
も

入
学
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

特
定
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
大
学
に

人
気
が
集
中
す
る
こ
と
は
必
然

的
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ま
す
ま
す
二
極
化
が
進
行

し
、
多
く
の
大
学
が
淘
汰
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
私
は
、
学
生
た
ち

に
は
「
何
を
教
え
ら
れ
た
か
」

よ
り
も
「
何
を
学
び
得
た
か
」

を
誇
り
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く

こ
と
を
望
み
た
い
。
見
せ
掛
け

だ
け
の
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
も
、
実

質
的
な
「
実
り
」
の
あ
る
大
学

と
し
て
、
関
大
は
全
て
の
学
生

と
卒
業
生
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。そ

れ
が
学
是
で
あ
る「
学
の
実

化
」に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う

の
で
あ
る
。

関
西
大
学
の

役
割
と
責
任

と
こ
ろ
で
、
文
部
科
学
省
で

は
昨
年
五
月
、
大
学
経
営
が
破

綻
し
た
大
学
の
在
学
生
受
け
入

れ
を
近
隣
の
大
学
に
要
請
し
、

受
け
入
れ
た
大
学
に
は
補
助
金

を
増
額
す
る
な
ど
の
措
置
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
に
関
し

て
も
、
現
実
を
注
視
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
経
営
の
破
綻
し
た
大

学
の
在
学
生
の
問
題
の
み
な
ら

ず
、
地
域
社
会
や
我
が
国
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
送
り

出
し
、
社
会
貢
献
が
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
通
し
て
大
学
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

ま
さ
に
関
西
大
学
は
、
創
立

百
二
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
て
、
大
学
経
営
上
、
確
た
る

財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
高
等

教
育
に
係
る
諸
問
題
に
も
「
私

立
大
学
の
雄
」
と
し
て
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
び
、

「
建
学
の
精
神
」に

関
西
大
学
の
「
建
学
の
精

神
」
は
「
正
義
を
権
力
か
ら
護

れ
」
で
あ
る
が
、
私
は
、

常
々
、「
関
西
大
学
学
歌
」
が
建

学
の
精
神
を
端
的
に
表
現
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

学
生
諸
君
に
は
、
再
度
、
学

歌
の
歌
詞
を
見
直
し
、
含
蓄
の

あ
る
高
邁
な
詞
に
思
い
を
致
す

と
と
も
に
、
関
西
大
学
の
伝
統

と
誇
り
を
心
の
中
に
抱
か
れ
ん

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

私
た
ち
の
関
西
大
学
は
、
今

後
も
、
着
実
に
前
進
を
続
け
、そ

の
精
神
は
揺
ぎ
無
く
受
け
継
が

れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

関
西
大
学
創
立
百
二
十
周
年

は
、
遠
い
将
来
に
続
く
長
い
歴

史
の
中
の
ほ
ん
の
一
ペ
ー
ジ
に

過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
一
ペ
ー
ジ

を
決
し
て
無
為
に
す
る
こ
と
な

く
、
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献

と
い
う
使
命
を
果
た
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
十
八
年
（
二
○
○
六

年
）
十
一
月
四
日
、
わ
が
関
西

大
学
は
創
立
百
二
十
周
年
を
迎

え
る
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六

年
）、「
近
代
国
家
の
構
成
員
と

し
て
必
要
な
法
知
識
の
涵
養
と

普
及
」
を
目
的
に
、
関
西
法
律

学
校
と
し
て
本
学
が
創
立
さ
れ

て
一
世
紀
と
二
十
年
。「
星
霜
移

ろ
う
」
と
い
う
が
、
ま
さ
に
そ

の
感
慨
を
深
く
す
る
。

か
つ
て
東
ア
ジ
ア
で
は
、
暦

は
甲
乙
丙
丁
…
と
い
う
十
干
、

子
丑
寅
卯
…
と
い
う
十
二
支
で

表
現
し
た
。
そ
の
十
干
十
二
支

を
「
甲
子
」、「
乙
丑
」
と
い
っ

た
具
合
に
組
み
合
わ
せ
る
と
、

最
後
の
「
癸
亥
」
ま
で
六
十
の

パ
タ
ー
ン
が
で
き
あ
が
る
。
そ

し
て
、
六
十
回
で
暦
は
一
巡

し
、
め
で
た
く
最
初
の
「
甲

子
」
に
還
る
。
百
二
十
年
と
い

う
星
霜
は
、そ
の
め
で
た
い
「
還

暦
」
を
二
度
も
経
過
し
た
こ
と

に
な
る
。

現
在
、
日
本
に
は
七
百
四
十

四
校
の
四
年
制
大
学
（
国
立
八

十
七
、
公
立
八
十
九
、
私
立
五

百
六
十
八
）
が
存
在
す
る
。
し

か
し
、
百
二
十
年
の
歴
史
と
伝

統
を
も
つ
大
学
は
、
二
十
校
以

下
だ
。

そ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と

き
、
日
本
の
高
等
教
育
の
な
か

で
本
学
の
占
め
る
位
置
は
、
き

わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
最

大
の
理
由
は
、
社
会
に
有
用
な

三
十
万
有
余
人
の
卒
業
生
、
人

材
を
日
本
の
各
界
に
、
さ
ら
に

は
世
界
各
地
に
、
輩
出
し
て
い

る
か
ら
だ
。

「
関
西
大
学
」
と
い
う
名
前

を
聞
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
連
想
す
る
か
。
関
西
大
学
の

学
風
、
特
色
は
何
か
。

い
わ
く
、
正
義
の
尊
重
、
自

由
の
擁
護
、
質
実
剛
健
、
溌
剌

の
精
神
、
自
治
の
訓
練
、
文
武

両
道
、
反
権
力
、
人
の
親
和
、

学
の
実
化
な
ど
な
ど
。

そ
の
連
想
す
る
言
葉
、
抱
く

イ
メ
ー
ジ
は
人
に
よ
っ
て
異
な

る
。
卒
業
生
と
在
学
生
も
、
本

学
に
在
学
す
る
時
代
に
よ
っ

て
、
大
き
な
違
い
が
あ
ろ
う
。

だ
が
、
百
二
十
年
の
星
霜
の

う
ち
に
自
ず
と
形
成
さ
れ
て
き

た
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
、
学
生
・

卒
業
生
の
タ
イ
プ
と
い
う
も
の

は
、
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
。

つ
ま
り
、関
西
大
学
と
い
え
ば
、

「
大
阪
的
」「
バ
ン
カ
ラ
」「
阪
神
を

想
起
す
る
」
な
ど
と
い
う
よ
う

に
、
い
わ
ゆ
る
世
間
の
印
象
が

定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、そ
の
な
か
で
「
関

西
大
学
は
大
阪
的
だ
�
」
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
イ
メ
ー

ジ
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
か
。

明
る
く
、
気
取
ら
ず
、
ユ
ー

モ
ア
を
解
し
、
笑
い
が
と
れ

る
、
そ
し
て
何
事
に
た
い
し
て

も
果
敢
か
つ
真
剣
に
挑
戦
し
、

ガ
ッ
ツ
が
あ
る
│
│
。

も
ち
ろ
ん
、
イ
メ
ー
ジ
は
常

に
二
律
背
反
的
（
ア
ン
ビ
バ
レ

ン
ト
）
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

本
学
に
対
す
る
（
大
阪
に
対
す

る
）
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、

私
に
司
馬
�
太
郎
氏
の
短
文
を

想
起
さ
せ
る
。
司
馬
氏
は
、「
大

阪
と
い
う
都
市
に
尊
敬
心
」
と

「
愛
着
心
」
を
抱
き
つ
つ
「
大

阪
城
公
園
駅
」
と
い
う
文
章
の

な
か
で
、

│
│
こ
の
街
に
、
悲
し
み
は

似
合
わ
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
言
葉
は
、
本
学
に
も
あ

て
は
ま
る
。
わ
が
関
西
大
学
に

も
「
悲
し
み
は
似
合
わ
な

い
」。
む
し
ろ
元
気
と
活
力
に
あ

ふ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
が
、
ふ

さ
わ
し
い
。
と
す
れ
ば
、
百
二

十
年
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
本

学
は
、
今
後
い
か
な
る
大
学
を

め
ざ
し
、
い
か
な
る
イ
メ
ー
ジ

を
人
び
と
に
抱
か
せ
る
大
学
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
。

�
知
の
世
紀
��
知
識
基
盤
社

会
�
と
称
さ
れ
る
二
十
一
世
紀

の
現
在
、
資
源
に
乏
し
い
島
国

の
日
本
に
と
っ
て
は
、
優
れ
た

人
材
を
輩
出
し
て
い
く
ほ
か

に
、
生
き
延
び
る
道
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
関
西
大
学
と
し
て

は
、
良
質
の
教
育
を
お
こ
な

い
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
挙

げ
、
そ
れ
ら
を
地
域
、
国
家
、

世
界
に
貢
献
す
る
大
学
に
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

幅
広
い
教
養
を
も
ち
、
し
っ

か
り
と
し
た
専
門
的
知
識
を
有

し
、
外
国
語
能
力
を
身
に
つ

け
、
情
報
機
器
を
駆
使
す
る
こ

と
が
で
き
、
問
題
を
発
見
し
解

決
す
る
こ
と
が
可
能
な
�
�
そ

ん
な
人
材
、
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
だ
す
こ
と
が
、
何
よ
り
も

重
要
だ
。
と
同
時
に
、
多
く
の

人
び
と
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
材

を
養
成
し
つ
づ
け
、
品
格
と
存

在
感
の
あ
る
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
何

よ
り
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

古
語
に
い
う
、「
終
身
の
計

は
、
人
を
樹
え
（
養
成
す
）
る

に
し
く
は
な
し
」、
と
。

母
校
関
西
大
学
が
創
立
百
二

十
周
年
を
め
で
た
く
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
十
九
年
に
関
西
法
律
学

校
と
し
て
開
校
し
て
以
来
、
学

理
と
実
際
と
の
調
和
を
示
す「
学

の
実
化
」
を
学
是
に
掲
げ
て
歩

み
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

貢
献
す
る
数
多
く
の
人
材
を
育

成
し
て
き
た
こ
と
を
、
校
友
会

会
長
と
し
て
強
く
誇
り
に
思
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
母
校
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
少
子
化
と
大

学
間
の
競
争
激
化
に
直
面
し
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
森
本
靖
一
郎
理
事
長
や
校

友
会
前
会
長
の
上
原
洋
允
常
務

理
事
を
は
じ
め
と
し
て
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
「
強
い
関
西

大
学
」
を
め
ざ
し
て
努
力
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限

り
で
あ
り
ま
す
が
、
百
五
十
周

年
、
二
百
周
年
を
視
野
に
入
れ

た
大
学
の
あ
り
方
を
構
想
で
き

る
か
が
今
、
正
に
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

大
学
が
優
れ
た
大
学
と
し
て

社
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
続

け
る
た
め
に
は
施
設
整
備
等
の

ハ
ー
ド
面
と
、
優
れ
た
研
究
成

果
や
学
生
の
輩
出
と
い
う
ソ
フ

ト
面
の
、
双
方
が
充
実
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
学
生

会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風

館
や
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
等
の
建
設
、
さ
ら
に
高
槻
駅

前
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
と
ハ
ー
ド

面
は
充
実
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

あ
り
、
今
後
は
ソ
フ
ト
面
の
充

実
に
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
も
、
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
、
環
境
都
市
工
学

部
、
化
学
生
命
工
学
部
へ
の
工

学
部
再
編
や
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
�
橋
大
輔
、
織
田
信
成
両
君

ら
の
活
躍
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
な
か
で
も「
学
の
実
化
」を

掲
げ
る
本
学
に
は
複
雑
化
し
た

社
会
に
対
応
し
う
る
高
度
専
門

職
業
人
の
要
請
が
特
に
強
く
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
年
初
め
て
の

新
司
法
試
験
合
格
者
が
誕
生
す

る
法
科
大
学
院
は
高
度
専
門
職

業
人
た
る
優
秀
な
多
く
の
法
曹

を
養
成
し
、
建
学
の
礎
と
な
っ

た「
法
科
の
関
大
」の
伝
統
を
発

展
さ
せ
る
使
命
を
帯
び
て
い
ま

す
。今
春
開
講
の
会
計
専
門
職
大

学
院
に
は
高
度
専
門
職
業
人
た

る
公
認
会
計
士
の
校
友
を
飛
躍

的
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
強
く

期
待
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
は
来
春

開
講
す
る
政
策
創
造
学
部
に
も

近
い
将
来
に
公
共
政
策
大
学
院

を
設
け
高
度
専
門
職
業
人
と
し

て
地
域
行
政
を
担
う
校
友
の
輩

出
を
強
く
望
む
も
の
で
す
。

私
た
ち
校
友
会
は
、
母
校
が

進
め
よ
う
と
す
る
大
学
改
革
を

可
能
な
限
り
支
援
し
て
い
く
た

め
に
校
友
相
互
の
結
束
お
よ
び

連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
べ

く
、
来
る
十
月
十
五
日（
日
）に

百
二
十
周
年
記
念
校
友
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

百
二
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
は
、「
学
の
実
化
」
の
伝

統
を
現
代
に
生
か
す
べ
く
大
胆

に
再
構
築
し
て
い
く
と
い
う
気

概
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

た
め
で
あ
れ
ば
、
我
々
校
友
は

母
校
へ
の
い
か
な
る
協
力
も
惜

し
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
が
本
年
創
立
百
二
十
周

年
を
迎
え
た
こ
と
は
、
卒
業
生

の
一
員
と
し
て
も
、
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
十
一
月
四
日
に

大
阪
西
区
の
願
宗
寺
に
て
誕
生

し
て
以
来
、
歴
代
関
係
者
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
現
在
の
総
合
学
園

に
ま
で
発
展
を
続
け
て
き
た
こ

と
は
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ

る
。本

学
は
今
日
、
私
学
の
雄
と

し
て
、
社
会
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。
創
立
以
来
、
ご

尽
力
さ
れ
た
歴
代
の
理
事
長
、

学
長
を
は
じ
め
、
法
人
・
教
学

の
関
係
各
位
に
対
し
、
深
い
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

創
立
百
周
年
当
時
、
久
井
理

事
長
と
の
対
談
の
中
で
、
大
西

学
長
は
、
歴
代
、
要
所
要
所
で

本
当
に
粉
骨
砕
身
、
私
心
無

く
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

働
い
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い

た
。
そ
の
人
た
ち
が
支
え
て
く

れ
、
本
学
を
大
き
く
し
て
き
た

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
言

葉
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
展
は
、

理
事
長
、
学
長
を
中
心
と
し

て
、
関
西
大
学
を
愛
す
る
人
た

ち
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
と
私
は
受
け

止
め
て
い
る
。

さ
て
、
こ

こ
ま
で
大
き

く
成
長
し
た

本
学
で
あ
る

が
、
そ
の
前

途
は
決
し
て

平
坦
な
道
で

は
な
い
。
ご

承
知
の
と
お

り
、
二
十
一

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
我
が
国

の
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

極
め
て
厳
し
い
。
文
部
科
学
省

の
高
等
教
育
政
策
は
、
国
公
私

立
の
別
を
問
わ
ず
、
国
際
的
な

基
準
で
の
競
争
原
理
を
導
入

し
、
自
己
責
任
の
下
で
改
革
を

進
め
な
い
大
学
は
、
脱
落
し
て

も
や
む
を
得
な
い
と
の
考
え
に

立
っ
て
い
る
。
他
方
、
少
子
化

の
流
れ
の
中
で
、
大
学
間
で
は

優
秀
な
学
生
の
獲
得
の
た
め
、

多
種
多
様
な
入
試
選
抜
を
実
施

し
、
青
田
買
い
の
様
相
さ
え
呈

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
厳
し
い
状
況
下
で
、

本
学
は
将
来
、
充
実
発
展
の
階

段
を
一
歩
一
歩
着
実
に
登
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
は
、

優
れ
た
学
生
の
数
、
教
育
研
究

に
熱
心
な
教
員
の
数
、
そ
れ
を

支
え
る
熱
心
な
事
務
職
員
の

数
、
財
政
基
盤
、
諸
設
備
の
充

実
等
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
教
育
研
究
の
質
的
充
実
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
学

は
今
後
、
教
育
研
究
の
質
的
充

実
を
ど
う
熟
成
す
る
か
が
課
題

で
あ
る
。

ま
ず
、
全
国
的
に
優
秀
な
学

生
を
集
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

そ
し
て
、
入
学
後
の
学
生
に
対

し
て
は
、
学
術
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
各
分
野
に
お
い
て
磨
き

を
か
け
て
個
性
を
伸
ば
し
、
社

会
に
役
立
つ
人
材
と
し
て
送
り

出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大
学
が

巨
大
化
す
る
一
方
、
個
性
豊
か

な
人
材
を
形
成
す
る
場
と
し

て
、
狭
隘
化
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
公
立

大
学
と
違
っ
て
、
多
数
の
学
生

を
抱
え
て
い
る
私
学
の
場
合

は
、
各
学
部
、
各
学
年
に
お
い

て
少
人
数
で
教
員
と
接
す
る
機

会
を
で
き
る
だ
け
増
や
す
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
創
意

工
夫
し
て
実
現
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
一
方
で
、
有
能
で
熱
心

な
教
員
を
増
や
し
、
そ
れ
ら
教

員
の
指
導
に
よ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
学
生
が
個
性
豊
か
で
立

派
な
人
材
に
成
長
す
る
な
ら

ば
、
大
学
の
評
価
も
一
段
と
高

く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

本
学
は
今
後
、
高
槻
駅
前
キ

ャ
ン
パ
ス
構
想
、
次
年
度
か
ら

の
政
策
創
造
学
部
の
設
置
、
工

学
部
の
再
編
、
学
部
大
学
院
の

再
編
と
連
携
、
各
種
施
設
、
設

備
の
整
備
充
実
等
を
、
一
歩
一

歩
着
実
に
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
の
諸
改
革
に
対
し
て

は
、
法
人
、
教
学
と
い
う
立
場

を
超
え
、
一
体
と
な
っ
て
迅
速

果
敢
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

先
般
、
法
学
部
の
山
野
博
史

教
授
が
古
書
店
で
入
手
さ
れ
た

と
い
う
『
関
西
法
律
学
校
規

則
』（
四
六
判
・
十
六
頁
・
明
治

十
九
年
十
月
・
関
西
法
律
学
校

発
行
）
の
現
物
を
目
に
し
、
手

に
触
れ
た
と
き
、
創
立
者
た
ち

の
熱
い
思
い
と
当
時
の
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
が
目
に
浮
か
び
、
背

中
に
電
流
が
流
れ
る
よ
う
な
感

動
を
覚
え
た
。

同
規
則
は
、「
関
西
法
律
学
校

設
立
ノ
主
旨
」、「
関
西
法
律
学

校
規
則
」、「
関
西
法
律
学
校
々

員
規
則
」
の
三
編
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

冒
頭
の
「
関
西
法
律
学
校
設

立
ノ
主
旨
」
で
は
、
法
律
学
と

経
済
学
を
修
め
る
こ
と
が
時
代

の
要
請
で
あ
り
、
当
時
の
大
阪

が
い
か
に
本
格
的
な
学
校
を
必

要
と
し
て
い
た
か
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
説
き
、
こ
れ
ら
を
教
授

す
る
た
め
、
大
阪
控
訴
院
お
よ

び
始
審
裁
判

所
の
検
事
や

判
事
で
あ
る

堀
田
正
忠
、

井
上
操
、
小

倉
久
、
鶴
見

守
義
、
志
方

鍛
、
手
塚
太

郎
ら
を
講
師

に
迎
え
、
一

大
専
修
学
校
を
設
立
す
る
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
「
学
則
」
の

原
点
と
も
言
え
る
「
関
西
法
律

学
校
規
則
」
に
は
、
修
学
期
を

三
年
と
す
る
こ
と
、
試
験
で
は

五
分
の
三
以
上
の
得
点
を
と
れ

な
け
れ
ば
進
級
さ
せ
な
い
こ

と
、
毎
年
二
月
と
七
月
に
は
本

人
の
行
状
と
学
業
成
績
を
保
証

人
に
通
知
す
る
こ
と
、
入
校
試

験
は
毎
年
一
月
と
九
月
に
行
う

こ
と
、
学
費
は
入
学
金
が
一

円
、
月
謝
が
五
十
銭
、
校
費
が

二
十
銭
、
塾
費
が
二
十
五
銭
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
諸
規
定
が
三

十
箇
条
に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
「
関
西
法
律
学

校
々
員
規
則
」
か
ら
は
、
財
政

基
盤
の
早
期
確
立
を
願
う
創
立

者
た
ち
の
意
気
込
み
が
読
み
取

れ
る
。

創
立
時
の
諸
事
情
や
諸
情
報

を
知
り
得
る
こ
れ
ほ
ど
貴
重
な

資
料
が
、
時
あ
た
か
も
本
学
創

立
百
二
十
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
に
発
見
さ
れ
た
の
は
、

奇
跡
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、
誰

も
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
に
は

何
や
ら
先
人
た
ち
が
、「
建
学
の

理
念
を
ゆ
め
疎
か
に
せ
ず
、
学

校
経
営
に
万
全
を
期
す
る
べ

し
」
と
叱
咤
激
励
す
る
た
め

に
、
こ
の
資
料
を
わ
れ
わ
れ
の

も
と
へ
差
し
向
け
た
か
の
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
る
。

百
二
十
年
と
い
う
長
い
歴
史

を
経
て
、
関
西
大
学
は
発
展
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
め

ざ
そ
う
と
す
る
方
向
が
先
人
の

意
図
し
た
と
こ
ろ
と
乖
離
し
て

い
な
い
か
、
よ
く
よ
く
見
極
め

た
う
え
で
前
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。『
関
西
法
律
学
校
規

則
』
が
百
二
十
年
ぶ
り
に
里
帰

り
し
た
こ
の
機
会
に
、
経
営
の

一
端
を
担
う
一
員
と
し
て
、
普

段
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
も
な

い
創
立
者
た
ち
の
気
概
に
思
い

を
致
し
、
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、「
関
西
大
学
の
あ
る
べ
き

姿
」
を
問
い
直
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「
今
の
日
本
人
は
自
分
の
権

利
を
法
律
で
守
る
こ
と
を
知
ら

な
い
。
諸
君
は
司
法
官
と
な
っ

て
も
代
言
人
（
弁
護
士
）
と
な

っ
て
も
、
ま
ず
、
教
師
と
し
て

法
律
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
が

急
務
で
は
な
い
か
」

フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
は
司
法
省
法
学
校
の
学

生
た
ち
に
こ
う
説
い
た
と
い
い

ま
す
。
彼
の
薫
陶
を
う
け
た
卒

業
生
た
ち
が
法
律
の
普
及
に
努

め
な
が
ら
開
校
し
た
の
が
、
関

西
大
学
の
前
身
た
る
関
西
法
律

学
校
で
す
。

こ
の
ほ
ど
『
関
西
法
律
学
校

規
則
』
が
�
発
掘
�
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
は
新
し
い
日
本

の
担
い
手
た
ち
を
育
ん
で
い
こ

う
と
い
う
気
概
と
向
上
心
が
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

創
立
か
ら
百
二
十
年
、
あ
ま

た
の
先
達
の
血
の
滲
む
よ
う
な

努
力
の
結
果
、
私
た
ち
の
子
供

の
母
校
関
西
大
学
は
、
我
が
国

有
数
の
総
合
私
立
大
学
へ
と
発

展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

記
念
す
べ
き
年
に
我
が
子
が
関

大
生
と
し
て
学
び
、
青
春
を
謳

歌
で
き
る
幸
せ
を
親
の
一
人
と

し
て
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。い

ま
、
森
本
理
事
長
の
卓
越

し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
強
い
関

西
大
学
」
づ
く
り
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
多
彩
な
花
を
開
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
長
い

歴
史
と
伝
統
に
慢
心
す
る
こ
と

な
く
、
時
代
の
要
請
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
つ
ね
に
創
設
当
時

の
志
を
も
っ
て
日
々
精
進
を
重

ね
て
こ
ら
れ
た
成
果
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
リ
ス
ク
を
お
そ
れ
ず

夢
を
つ
か
む
た
め
の
意
欲
的
な

改
革
が
、「
学
の
実
化
」
に
昇
華

し
、
必
ず
や
関
大
生
の
学
生
生

活
の
豊
か
な
実
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。関

西
大
学
の
伝
統
は
、
先
達

の「
母
校
を
立
派
に
し
た
い
」と

い
う
熱
い
想
い
の
連
鎖
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
時
空
を
超
え
た

こ
の
連
な
り
が
遺
産
と
成
り
、

世
に
役
立
つ
人
づ
く
り
に
よ
り

よ
い
影
響
を
与
え
、
大
学
の
高

い
社
会
的
評
価
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
先
人
が
築
き

上
げ
て
こ
ら
れ
た
遺
産
の
恩
恵

を
た
だ
享
受
す
る
だ
け
で
な

く
、
次
代
の
担
い
手
と
な
る
後

進
に
、
よ
り
充
実
し
た
伝
統
と

い
う
名
の
バ
ト
ン
を
継
承
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

誰
で
あ
っ
て
も
我
が
母
校
の
隆

盛
を
喜
び
、
胸
を
張
ら
ぬ
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
後
援
会
と
し
て
も
、
大

学
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
記
念

事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
つ
つ

「
我
が
子
の
母
校
は
我
が
母

校
」
の
熱
意
を
も
っ
て
、
父
母

の
み
な
さ
ま
方
と
と
も
に
伸
び

ゆ
く
強
い
関
西
大
学
を
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

関
大
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て

「
た
ぐ
い
な
き

此
の
学
園
」と
と
も
に

上原 洋允

森本靖一郎

常常務務理理事事

理理事事長長

創
立
者
た
ち
の
気
概
に
思
い
を
致
す

池内 啓三
常常務務理理事事

品
格
と
存
在
感
あ
る
大
学
を

河田 悌一

先
人
の
尊
い
遺
産
を
次
代
の
担
い
手
に
託
す

学学長長

畑 守人
教教育育後後援援会会会会長長

「
学
の
実
化
」の
歩
み
を
誇
り
に
思
い
ま
す

一軸 浩幸
校校友友会会会会長長
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理
事
長
が
百
二
十
周
年
と
は

二
度
の
還
暦
だ
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
を
敷
衍
し
て

本
校
を
人
生
に
た
と
え
る
と
、

一
度
目
の
壮
年
期
に
本
校
の
前

身
で
あ
る
関
西
甲
種
商
業
学
校

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
二
度
目
の
人
生
の
出

発
点
は
新
制
第
一
中
学
校
、
第

一
高
等
学
校
の
開
校
に
あ
た

る
。
そ
の
壮
年
期
に
は
、
男
子

校
か
ら
共
学
校
へ
の
移
行
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
き
な
流

れ
の
中
で
見
る
と
、
本
校
に
と

っ
て
二
度
の
還
暦
と
は
言
い
得

て
妙
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
還
暦
に
あ
た
る

今
、
本
校
は
次
の
人
生
に
向
か

っ
て
何
を
な
す
べ
き
か
。
子
ど

も
た
ち
の
人
間
力
、
学
習
力
を

育
て
る
こ
と
が
一
番
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
生
徒
た
ち

に
近
い
目
標
、
遠
い
目
標
を
示

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
た
め
に
は
、
我
々
教
員
が

そ
の
た
め
に
骨
身
を
惜
し
ま
ず

挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
結
果
は
そ
の
あ
と
に
出

て
く
る
も
の
で
あ
る
。

百
二
十
周
年
を
祝
う
今
年
、

学
校
は
整
備
さ
れ
た
施
設
を
使

い
、
よ
り
人
間
性
の
豊
か
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
べ
く
、
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
の
、
日
々
の

努
力
が
始
ま
る
。

本
年
二
月
、「
総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風

館
」
の
竣
工
式
に
出
席
し
ま
し

た
。
一
階
は
、
広
い
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
に
巨
大
な
ス
ク
リ
ー

ン
や
数
多
く
の
情
報
端
末
設
備

が
あ
り
、
ま
さ
に
メ
デ
ィ
ア
パ

ー
ク
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
二
、
三
階
は
、
私
自
身
も

二
十
数
年
前
、
工
学
部
の
学
生

と
し
て
毎
日
利
用
し
た
関
大
生

協
が
転
入
、
四
階
は
、
小
ホ
ー

ル
、
和
室
・
会
議
室
、
そ
し
て

屋
上
は
、
全
面
庭
園
。
こ
の
よ

う
な
環
境
の
も
と
学
生
た
ち

が
、
先
生
や
先
輩
、
友
達
と
の

い
ろ
い
ろ
な
語
ら
い
の
中
か
ら

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
日

本
の
大
学
初
の
国
際
競
技
規
格

の
通
年
型
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
「
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
」
も
竣
工
し
、
本
学
在
学

の
選
手
や
、
正
課
授
業
、
課
外

活
動
の
活
動
拠
点
は
も
ち
ろ

ん
、
他
の
大
学
、
近
隣
の
学
校

の
方
々
に
施
設
を
開
放
し
、
社

会
貢
献
の
一
翼
を
担
い
、
関
大

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
貢
献
で

き
る
と
確
信
し
ま
す
。

ま
た
、
関
西
大
学
の
併
設
校

で
あ
る
一
中
・
一
高
に
お
い
て

も
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

整
備
と
し
て
、
親
和
館
は
じ
め

正
門
付
近
お
よ
び
中
高
校
舎
外

壁
の
整
備
に
加
え
、
昨
今
の
事

情
を
鑑
み
、
生
徒
た
ち
の
安
全

管
理
の
為
の
侵
入
防
止
柵
が
設

置
さ
れ
、
敷
地
内
の
出
入
り
口

は
、
新
設
さ
れ
た
守
衛
室
横
の

一
カ
所
の
み
で
、
外
部
か
ら
の

来
校
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
私
大
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
少

子
化
時
代
の
逆
境
を
克
服
し
、

「
二
十
一
世
紀
型
総
合
学
園
」

に
向
け
て
関
西
大
学
が
、
そ
の

存
在
を
一
層
ア
ピ
ー
ル
し
、
自

ら
の
進
化
を
示
す
意
味
で
、
百

二
十
周
年
記
念
事
業
の
成
果
を

大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
関
西
大
学
が
創
立

百
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
慶

事
に
あ
た
り
、
第
一
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。数

年
後
に
私
ど
も
の
子
息
子

女
は
本
学
の
中
枢
に
て
学
び
を

深
め
る
わ
け
で
す
が
、
伝
統
あ

る
学
び
舎
の
併
設
校
の
一
員
と

し
て
、
時
の
重
み
を
誇
り
に
思

う
次
第
で
す
。
百
二
十
年
前
の

先
達
の
お
陰
で
現
在
の
関
西
大

学
が
存
在
し
ま
す
。
さ
す
れ

ば
、
我
々
の
使
命
は
、
こ
の
伝

統
を
次
世
代
に
継
承
す
る
事
と

そ
の
更
な
る
発
展
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

現
在
、「
強
い
関
西
大
学
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
多
岐
に

渡
り
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
少
子
化
時
代
に
な
り
大
学
間

格
差
も
拡
大
し
て
存
在
意
義
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
本
学
な
ら
で
は
の
コ

ア
・
コ
ン
ピ
ュ
タ
ン
ス
を
明
確

に
し
、
広
い
世
間
の
荒
波
の
元

で
存
在
感
の
あ
る
価
値
創
造
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

建
造
物
は
い
ず
れ
風
化
し
ま
す

が
、
高
尚
な
る
理
念
は
永
遠
に

存
続
し
ま
す
。

次
の
百
年
を
め
ざ
し
て
、
ぜ

ひ
と
も
関
西
大
学
の
素
晴
ら
し

い
理
念
の
も
と
、
叡
智
の
発
露

の
場
と
し
て
の
学
び
舎
を
築
い

て
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
し

て
、
お
祝
い
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「関西大学創立１２０周年」を祝うべく、平成１３年４月に
「創立１２０周年記念事業準備室」が設置されてから５年が経
過した。いよいよ１１月４日の記念式典までカウントダウン
に入っている。苦戦が続いていた募金目標額も申し込み段
階ではあるが、ようやく今年２月に３０億円を突破し、今
も、多くの賛同者の方々から、コンスタントに募金申し込
みが続いているのはうれしい限りである。
事務局は、現在、「創立１２０周年記念事業局」に改組・発

展し、記念式典まで、準備業務等で忙しい日々を過ごして
いる。記念事業については、計画のほとんどが完了し、最
大イベントの式典を待つのみとなっている。奇しくも、記
念式典は記念事業で竣工したＢＩＧホール１００で開催し、同
祝賀会は同じく記念事業で竣工した凜風館で行うことにな
っている。つまり、記念事業計画が順調に進んだからこ
そ、記念式典も学内の好環境の中で開催できるのである。
「創立１２０周年記念事業」を陰で支えてきた事務局として
は、ここまでたどり着けたことの安堵感と来る記念式典が
盛会裏に無事、終了できることの願いを胸に、改めて心よ
り祝したいと思う。 （創立１２０周年記念事業局）

平
成
十
八
年
十
月
、
簡
文
館

の
中
に
「
年
史
資
料
展
示
室
」

が
完
成
す
る
。

こ
れ
ま
で
大
学
の
歴
史
に
関

す
る
資
料
は
、
新
関
西
大
学
会

館
南
棟
一
階
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
で
展
示
さ
れ
て

い
た
が
、
か
ね
て
か
ら
独
立
し

た
展
示
室
を
設
け
る
必
要
性
が

説
か
れ
て
お
り
、
平
成
十
八
年

四
月
に
東
西
学
術
研
究
所
が
児

島
惟
謙
館
へ
移
転
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
簡
文
館
の
一
階
に
は
、

「
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
、
二
階
に

は
「
関
西
大
学
博
物
館
」
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、「
年
史
資
料
展

示
室
」と
相
ま
っ
て
、簡
文
館
を

関
西
大
学
の
文
化
ゾ
ー
ン
と
す

る
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

展
示
室
は
、
常
設
展
示
室
と

企
画
展
示
室
の
二
室
か
ら
な

り
、
本
学
の
学
生
や
教
職
員
、

校
友
、
学
生
の
父
母
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す

る
一
般
市
民
や
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
来
学
し
た
高
校
生

な
ど
に
も
百
二
十
年
に
お
よ
ぶ

本
学
の
歴
史
を
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

展
示
は
、
創
立
百
二
十
周
年

記
念
特
別
展
示
と
し
て
、
博
物

館
な
ら
び
に
図
書
館
と
一
緒
に

十
月
十
五
日
（
日
）
の
校
友
総

会
か
ら
始
ま
る
。
本
学
の
歴
史

を
い
く
つ
か
の
時
代
に
区
分

し
、
映
像
モ
ニ
タ
ー
や
写
真
パ

ネ
ル
な
ど
を
多
用
し
て
視
覚
に

訴
え
る
展
示
を
行
う
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
展
示
室
に
足
を
運
ん
で

ほ
し
い
。

（
年
史
編
纂
室
）

企
画
展
示
室
パ
ー
ス

創立１２０周年記念イベントの開催 ※会場は全て千里山キャンパス

記念式典・祝賀会 日時：平成１８年１１月４日�創立記念日�１４：００～
時間：１４：００～１５：１０
場所：第２学舎４号館ＢＩＧホール１００
時間：１５：３０～１７：００
場所：総合学生会館 メディアパーク 凜風館２階食堂

学術記念講演会：テーマ「関西大学がはぐくんだ大阪学と中国学」
日時：１０月２７日（金）１３：００～１７：００
場所：尚文館マルチメディアＡＶ大教室
日時：１０月２８日（土）９：３０～１４：００
場所：以文館・児島惟謙館
日時：１０月２８日（土）１３：００～１６：００
場所：第２学舎４号館ＢＩＧホール１００
日時：１０月２８日（土）１６：３０～１８：００
場所：尚文館前中庭（晴天時）

�雨天時は第２学舎４号館ＢＩＧホール１００を使用�
学術記念行事：創立１２０周年記念特別展示

「関西大学１２０年のあゆみ」
会期：１０月１５日（日）～１２月２５日（月）場所：年史資料展示室

「博物館コレクション」
会期：１０月１５日（日）～１１月１２日（日）場所：関西大学博物館

※いずれも、開館時間：１０：００～１６：００、日曜・祝日は休館（１０月１５
日、１１月１２日は特別開館）

本紙１０面に詳細を掲載

日時：平成１８年１０月２５日（水）～２８日（土）１２：００～１３：００
（最終日は１２：００～１６：００）

場所：誠之館１号館跡地芝生、図書館前、旧情報処理センター前、
総合学生会館 メディアパーク 凜風館２階食堂

創立１２０周年記念事業の一環行事
日時：１０月１４日（土）１０：００～１２：００
場所：第２学舎４号館ＢＩＧホール１００
講演者：海洋冒険家 堀江謙一氏（校友）
演題「心に夢と勇気を―親子の対話へメッセージ―」
※第一高等学校・第一中学校、一高教育後援会、一中ＰＴＡ共催
日時：１０月１５日（日）１０：００～１５：００
場所：新関西大学会館北棟アートギャラリー
１ 日本司法支援センター�法テラス�に関するシンポジウム

日時：１１月１８日（土）１３：３０～１７：００
場所：第２学舎４号館ＢＩＧホール１００

２ 法学部・法学研究所共催コロキアム
日時：１２月２日（土）１３：３０～１７：００
場所：尚文館マルチメディアＡＶ大教室

３ 記念論文集の刊行 平成１９年３月刊行予定

以上のほか、創立１２０周年「記念ＤＶＤ」と「関西大学１２０年のあゆみ（写真集）」は、１０月１５日開
催の校友総会並びに１１月４日開催の創立１２０周年記念式典の出席者への記念品とされる。ま
た、「関西大学１２０年史」は、記念式典の様子を盛り込み、平成１９年３月に発刊する予定である。

基調講演

パネルディスカ
ッション

基調講演・パネル
ディスカッション

特別公演
「篝の舞楽」

記念式典

記念祝賀会

サブテーマ１
「中国学の展開と関西大学」

サブテーマ２
「日本のなかの大阪文化遺
産」

簡文館特別展示 「明日を古
（いにしえ）にまなぶ」

大阪画壇作品展示
学生関係行事
「千里山Ｍｕｓｉｃ―Ｃａｍ
ｐｕｓ―音楽のプロムナード
―」

海洋冒険家 堀江謙一氏講演
会

井手孝氏（校友）作品展

法学部創立１２０周年記念事業

人
間
力
、学
習
力
の
育
成
が
第
一

関西大学第一高等学校・
第一中学校校長

石田 晋一

め
ざ
せ�
二
十
一
世
紀
型
総
合
学
園
�

関西大学第一高等学校
教育後援会会長

石田 富雄
高
尚
な
る
理
念
、永
遠
に

関西大学第一中学校
ＰＴＡ会長

深井 喜久

簡簡
文文
館館
にに

��
年年
史史
資資
料料
展展
示示
室室
��がが
完完
成成

（８）平成１８年（２００６年）１０月１３日第 ３３８ 号
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文
部
科
学
省
へ
の
届
出
も
終

え
、
来
年
度（
二
〇
〇
七
年
度
）

開
設
の
準
備
も
大
き
く
進
ん
で

き
た
。
こ
の
度
、
内
外
に
本
学

部
の
設
置
の
趣
旨
と
意
義
を「
発

信
」す
る
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
�

そ
の
課
題
と
可
能
性
�
」
の
開

催
が
決
定
し
た
（
十
二
月
十
七

日
、
百
周
年
記
念
会
館
）。

核
開
発
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の

緊
張
関
係
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全
、
そ

の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
可
能
性

は
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
世

界
的
な
関
心
事
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
日
本

が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き

い
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

文
明
論
を
も
ふ
ま
え
た
国
際
関

係
論
、
平
和
構
築
論
の
第
一
人

者
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク

ヤ
マ
氏
（
Ｊ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
教
授
、
本
学
部
客
員
教
授
就

任
予
定
）、
ア
ジ
ア
の
平
和
、
東

ア
ジ
ア
の
政
治
動
向
に
つ
い

て
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
論
陣

を
は
る
気
鋭
の
研
究
者
、
外
交

評
論
家
を
迎
え
、
世
界
の
平
和

と
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
の
課

題
、
可
能
性
を
縦
横
無
尽
に
論

じ
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。
そ

し
て
司
会
は
、
政
府
が
新
設
し

た
「
教
育
再
生
会
議
」
に
就
任

し
た
白
石
真
澄
氏
（
本
学
部
教

授
就
任
予
定
）
が
つ
と
め
る
。

ま
さ
に
、
世
界
（
と
り
わ
け

ア
ジ
ア
）
に
発
信
す
る
教
育
・

研
究
拠
点
を
め
ざ
す
「
政
策
創

造
工
房
」
た
る
本
学
部
の
開
設

記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
い

え
よ
う
か
。
現
在
、
こ
れ
ら
企

画
の
広
報
活
動
に
よ
っ
て
本
学

部
の
認
知
度
・
知
名
度
も
着
実

に
浸
透
し
て
い
る
。

本
学
部
で
具
体
的
に
「
何
が

学
べ
る
の
か
」。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
で
も
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

専
任
教
員
予
定
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
分
野
か
ら
現
代
社
会
の

諸
問
題
を
分
か
り
や
す
く
説
き

明
か
す
な
ど
、
具
体
的
な
学
習

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
手
が
か
り
と

な
る
内
容
を
豊
富
に
盛
り
込
ん

だ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
充
実
さ
せ

て
い
る
。
受
験
生
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
数
も
急
上
昇
し
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

と
り
わ
け
最
近
の
経
済
、
政

治
問
題
を
斬
新
か
つ
鋭
い
分
析

視
覚
か
ら
論
ず
る
ペ
ー
ジ
は
好

評
で
あ
り
、本
学
部
で
学
び
、研

究
す
る
「
政
策
学
」
へ
の
興
味

を
か
き
た
て
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

政
策
創
造
学
部
の
特
色
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
化
（
キ

ャ
リ
ア
教
育
、
導
入
教
育
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
英
語
な

ど
）
も
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
学
び
」
が
行
わ

れ
る
「
学
び
舎
」
の
建
設
も
順

調
で
あ
る
。
千
里
山
駅
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
便
利
な
第
一
学
舎

五
号
館
は
、
学
生
の
通
学
環

境
、
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
さ
ら

に
安
全
、
快
適
な
も
の
に
す
る

と
思
わ
れ
る
。

（
政
策
創
造
学
部
学
部
長
予
定
者

孝
忠

延
夫
）

文
学
部
で
は
、
九
月
十
一
日

十
三
時
半
か
ら
十
七
時
過
ぎ
ま

で
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
、
約

四
百
人
の
参
加
者
を
得
て
、「
カ

レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
型
シ
ニ
ア
住

宅
」
創
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
。

冒
頭
に
森
本
理
事
長
は
、
ウ

ル
マ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
な
が

ら
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
、
ま
た

加
勢
田
副
学
長
（
当
時
）
は
、

大
学
が
シ
ニ
ア
に
向
け
た
高
等

教
育
を
担
う
こ
と
の
意
義
を
明

澄
に
述
べ
た
聞
か
せ
る
あ
い
さ

つ
を
し
た
。
そ
の
あ
と
登
壇
し

た
野
田
一
夫
多
摩
大
学
名
誉
学

長
は
、「
高
齢
社
会
に
お
け
る
カ

レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
の
社
会
的
意
義

と
大
学
の
新
た
な
役
割
」
と
題

し
て
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

野
田
氏
は
記
念
講
演
で
、
大

き
く
大
学
と
シ
ニ
ア
に
つ
い
て

触
れ
た
。
大
学
も
文
部
省
も
十

八
歳
人
口
の
推
移
を
前
提
と
し

て
、
若
者
を
対
象
に
教
育
や
大

学
運
営
を
す
る
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
愚
か
さ
を
歯
切
れ
よ

く
批
判
し
つ
つ
、
大
学
が
年
齢

に
か
か
わ
ら
な
い
高
等
教
育
機

関
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
の

重
要
さ
を
語
っ
た
。

シ
ニ
ア
に
関
し
て
は
、
聴
衆

の
笑
い
を
誘
い
つ
つ
、
年
を
と

っ
て
も
学
び
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
頭
が
よ
く
な
る

と
、
ご
自
身
を
例
に
と
っ
て
強

調
し
た
。

そ
の
あ
と
開
か
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
カ
レ
ッ

ジ
リ
ン
ク
が
高
齢
者
を
、
教
育

を
、
そ
し
て
社
会
を
変
え
る
」

で
は
、
今
回
の
連
携
事
業
に
参

加
す
る
村
田
裕
之
財
団
法
人
社

会
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

長
、
小
中
村
政
廣
株
式
会
社
ア

ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
社
長
に
、
奥
純

文
学
部
教
授
が
加
わ
り
、
連
携

事
業
の
具
体
的
内
容
を
紹
介
し

な
が
ら
、
日
本
初
と
な
る
カ
レ

ッ
ジ
リ
ン
ク
型
シ
ニ
ア
住
宅
の

創
設
事
業
が
、
日
本
の
「
老
人

ホ
ー
ム
」
や
「
大
学
」
の
何
を

変
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い

う
点
に
焦
点
を
あ
て
て
意
見
を

述
べ
た
。

村
田
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
先
行
し
て
い
る
カ
レ
ッ
ジ

リ
ン
ク
の
事
例
を
手
際
よ
く
紹

介
し
、
小
中
村
氏
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
重
視
し
た
経
営
理
念

と
連
携
事
業
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
、
奥
教
授
は
キ
ャ
ン
パ
ス

で
生
ま
れ
る
世
代
の
交
流
へ
の

期
待
を
語
っ
た
。

最
後
に
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問

を
受
け
て
、
十
七
時
過
ぎ
に
無

事
終
了
し
た
。

（
文
学
部
教
授

芝
井

敬
司
）

本
学
で
は
授
業
改
善
の
一
助

と
し
て
、
本
年
度
も
十
一
月
十

六
日
（
木
）
か
ら
二
十
二
日

（
水
）
の
間
、
公
開
授
業
週
間

を
開
催
す
る
。
こ
れ
は
、
授
業

を
公
開
し
教
員
や
学
生
が
参
観

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な

角
度
か
ら
授
業
を
分
析
・
改
善

し
て
い
く
雰
囲
気
を
学
内
に
醸

成
す
る
こ
と
が
目
的
で
行
う
も

の
で
あ
る
。

な
お
、
公
開
授
業
科
目
、
開

講
日
時
お
よ
び
教
室
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
十
一
月
初
旬
に

Ｆ
Ｄ
部
門
・
授
業
評
価
部
門
委

員
会
Ｈ
Ｐ
「
授
業
改
善
の
広

場
」
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
等
に
て

案
内
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
Ｆ
Ｄ

部
門
・
授
業
評
価
部
門
委
員
長

池
田

勝
彦
）

千
里
山
中
央
体
育
館
東

側
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

造
成
工
事
の
起
工
式
が
九

月
二
十
五
日
に
挙
行
さ

れ
、
森
本
靖
一
郎
理
事

長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ

め
、
関
係
者
約
六
十
人
が
出
席

し
た
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央

体
育
館
東
側
の
丘
陵
地
を
造
成

し
、
学
生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
や
課
外
活
動
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
災
害
時
の
緊
急
避

難
場
所
と
し
て
、
多
目
的
に
利

用
で
き
る
約
七
千
二
百
五
十
平

方
�
の
広
場
を
造
成
・
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

竣
工
は
平
成
十
九
年
七
月
二

十
五
日
（
水
）
の
予
定
。

○
社
団
法
人
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会

◆
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

リ
サ
ー
チ
学
会
フ
ェ
ロ
ー

工
学
部
教
授

中
井

暉
久

（
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
）

○
社
団
法
人
日
本
熱
処
理
技
術

協
会

◆
平
成
十
七
年
度

日
本
熱
処

理
技
術
協
会
賞

技
術
功
労
賞

教
務
セ
ン
タ
ー

山
下

直
司

（
平
成
十
八
年
六
月
十
二
日
）

○
土
木
学
会
関
西
支
部

◆
平
成
十
八
年
度

土
木
学
会

関
西
支
部

年
次
学
術
講
演
会

優
秀
発
表
賞

工
学
部
土
木
工
学
科
四
年

山

田

雄
太

工
学
研
究
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ

イ
ン
専
攻
Ｍ
一

清
坐

裕
貴

工
学
研
究
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ

イ
ン
専
攻
Ｍ
一

平
家

靖
大

工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
Ｍ

二

清
水

俊
友

工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
Ｍ

二

宮
部

修
一

工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
Ｍ

二

米
森

秀
明

（
平
成
十
八
年
六
月
十
八
日
）

○
全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会

◆
第
五
回
糸
東
流
世
界
大
会

女
子
団
体
戦
形

優
勝

高
中
幼
事
務
室

稲
田

有
紀

子（
平
成
十
八
年
九
月
十
八
日
）

本
学
学
生
交
換
協
定
大
学
の

う
ち
十
七
大
学
に
一
年
間
留
学

す
る
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
る
。
募
集
は
春
と
秋
の

年
二
回
実
施
し
て
お
り
、
英
語

お
よ
び
中
国
語
圏
の
大
学
は
年

二
回
応
募
す
る
こ
と
が
で
き

る
。な

お
、
こ
の
秋
募
集
に
関
す

る
「
秋
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

（
十
月
四
日
開
催
）
の
模
様
を

近
日
中
に
動
画
配
信
す
る
予
定

で
あ
る
（h

ttp���w
w
w
.e

�
m
ayl.ipck

u
.k
an
sa

i�
u.ac.jp�h

om
e�

）。

詳
細
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�

K
ok
usai

）
お
よ
び
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て

通
知
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
�
０６
―

６

３
６
８
―

１
１
７
４
）
ま
で
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務

室
）

関
西
大
学
と
関
西
大
学
教
育

後
援
会
で
は
、
本
年
度
も
地
方

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

開
催
日
・
開
催
地
・
出
席
者

数
は
次
の
と
お
り
。

八
月
二
十
日
（
日
）
高
松
市
１８０

〃

津
市

７４

八
月
二
十
二
日（
火
）高
知
市
５５

〃

静
岡
市
７５

八
月
二
十
五
日（
金
）松
江
市
５４

〃

別
府
市
４４

八
月
二
十
七
日（
日
）広
島
市
１７０

〃

宮
崎
市
３６

九
月
三
日
（
日
）

金
沢
市
１５１

〃

福
岡
市
１４５

九
月
五
日
（
火
）

岐
阜
市
８８

〃

長
崎
市
２３

九
月
十
日
（
日
）

長
野
市
４５

〃

仙
台
市
３１

な
お
、
十
月
二
十
二
日

（
日
）
に
京
都
市
で
教
育
懇
談

会
を
開
催
す
る
。

（
教
育
後
援
会
）

九
月
十
九
日
十
時
か
ら
百

周
年
記
念
会
館
ホ
ー
ル
で
春

学
期
卒
業
式
・
学
位（
修
士
・

専
門
職
）記
授
与
式
を
、
十
一

時
か
ら
百
周
年
記
念
会
館
第

一
特
別
会
議
室
で
学
位（
博

士
）記
授
与
式
を
、
ま
た
十
三

時
か
ら
百
周
年
記
念
会
館
第

一
特
別
会
議
室
で
総
合
情
報

学
部
秋
学
期
入
学
式
を
挙
行

し
た
。

平
成
十
四
年
度
入
学
生
か

ら
セ
メ
ス
タ
ー
制
度
を
導
入

し
、
そ
れ
に
伴
い
四
年
以
上

在
学
し
て
い
る
学
生
に
つ
い

て
は
春
学
期
卒
業
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
期
の
学
部
卒
業

生
は
百
五
十
人
、
大
学
院
学

位
記
被
授
与
者
修
士
・
専
門

職
十
八
人
、
博
士
十
九
人
。

ま
た
、
総
合
情
報
学
部
秋
学

期
入
学
生
は
外
国
人
留
学
生

三
人
で
あ
っ
た
。（

学
長
課
）

出
願
期
間

七
月
六
日
（
木
）
〜
十
一
月
六
日

（
月
）

選
考
方
法

語
学
試
験
（
筆
記
・
聴
解
・
口
頭
）

十
一
月
八
日
（
水
）

※
英
語
は
口
頭
の
み

面
接
試
験
（
日
本
語
又
は
受
験
語
種
）

十
一
月
十
五
日
（
水
）

奨
学
金

関
西
大
学
国
際
交
流
助
成
基
金
第
一

種
奨
学
金
（
平
成
十
八
年
度
交
換
派
遣

留
学
生
は
二
十
二
人
に
支
給
予
定
。）

欧
米
、
豪
州
、
中
・
南
米
五
十
万
円

ア
ジ
ア

三
十
万
円

カ
レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
創
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

春春春春春春春春春春春春春春春春学学学学学学学学学学学学学学学学期期期期期期期期期期期期期期期期卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒業業業業業業業業業業業業業業業業式式式式式式式式式式式式式式式式・・・・・・・・・・・・・・・・学学学学学学学学学学学学学学学学位位位位位位位位位位位位位位位位（（（（（（（（（（（（（（（（修修修修修修修修修修修修修修修修士士士士士士士士士士士士士士士士
・・・・・・・・・・・・・・・・専専専専専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門門門門門職職職職職職職職職職職職職職職職・・・・・・・・・・・・・・・・博博博博博博博博博博博博博博博博士士士士士士士士士士士士士士士士））））））））））））））））記記記記記記記記記記記記記記記記授授授授授授授授授授授授授授授授与与与与与与与与与与与与与与与与式式式式式式式式式式式式式式式式
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋学学学学学学学学学学学学学学学学期期期期期期期期期期期期期期期期入入入入入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学学学学学式式式式式式式式式式式式式式式式をををををををををををををををを挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙行行行行行行行行行行行行行行行行

学
部
卒
業
生
は
百
五
十
人

キ
ャ
ン
パ
ス
で
世
代
交
流
を

ＢＩＧホール１００に４００人

地
方
教
育
懇
談
会
全
国
で
盛
会

「
千
里
山
中
央
体
育
館
東
側
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス（
仮
称
）造
成
工
事
」

起
工
式
を
挙
行

多目的広場

来年７月完成へ

秋
募
集
始
ま
る

平成１９年度交換派遣留学生

政
策
創
造
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

出
願
締
切
は
１１
月
６
日

「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
�

そ
の
課
題
と
可
能
性
�
」を
開
催

平
成
１８
年
度

公
開
授
業
週
間
を
開
催

平成１８年（２００６年）１０月１３日第 ３３８ 号（９）
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新刊の�新刊の�

秋の人権啓発行事�秋の人権啓発行事�
11月13日（月）に講演会�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

網
干
名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章

網
干
名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章

網網
干干
名名
誉誉
教教
授授
にに
瑞瑞
宝宝
中中
綬綬
章章

創
立
百
二
十
周
年
を
記
念

し
て
、
本
学
図
書
館
所
蔵
の

大
坂
画
壇
の
絵
画
七
十
点
に

よ
る
「
大
坂
画
壇
の
絵
画
」

展
を
開
催
す
る
。

内
容
は
第
一
部
木
村
蒹
葭

堂
と
大
坂
の
文
人
画
（
十
月

十
五
日
か
ら
十
一
月
八
日
ま

で
）
、
第
二
部
耳
鳥
斎
と
大

坂
の
戯
画
・
風
俗
画
（
十
一

月
十
三
日
か
ら
十
二
月
一
日

ま
で
）、
第
三
部
大
坂
の
長
崎

派
と
写
生
派
（
十
二
月
三
日

か
ら
十
二
月
十
六
日
ま

で
）。大坂

画
壇
の
中
心
的
人
物

で
あ
る
蒹
葭
堂
と
そ
の
周
辺

の
文
人
画
家
の
作
品
、
た
と

え
ば
大
岡
春
ト
筆
「
浪
花
及

澱
川
沿
岸
名
勝
図
巻
」
や
岡
田

半
江
筆
「
山
水
図
巻
（
大
川
納

涼
図
）」
な
ど
の
淀
川
沿
岸
を
描

い
た
素
晴
ら
し
い
絵
巻
物
、
ま

た
大
坂
で
最

も
人
気
の
あ

る
耳
鳥
斎
の

当
世
地
獄
戯

画
「
別
世
界

巻
」
や
妖
し

い
魅
力
を
示

す
狐
の
行
列

を
描
く
「
き

つ
ね
よ
め
い

り
の
巻
」
な

ど
の
戯
画
作

品
、
そ
し
て

世
界
で
わ
ず

か
に
四
点
し

か
見
つ
か
っ

て
い
な
い
奇

才
の
�
蛇
玉
筆
「
山
高
水
長

図
」
や
中
井
藍
江
筆
「
槙
檜
群

鹿
図
屏
風
」
の
美
し
い
大
画
面

に
よ
る
金
屏
風
な
ど
を
展
観
す

る
。本

学
図
書
館
所
蔵
の
大
坂
画

壇
の
絵
画
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

美
術
史
に
お
い
て
十
分
に
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
絵
画
で
あ
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館

や
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
な
ど
、
欧
米
で
は
高
く
評
価

さ
れ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
美
術
品
で
あ
る
。

図
書
館
が
収
集
を
行
っ
て
き

た
大
阪
文
芸
資
料
の
一
環
で
あ

る
大
坂
の
絵
画
の
価
値
は
、
近

年
い
よ
い
よ
高
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
そ
れ
ら
の
ま
と
ま
っ
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
内
外
で

注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

全
国
各
地
の
美
術
館
・
博

物
館
で
も
な
か
な
か
目
に
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
れ
ら

の
絵
画
を
「
大
坂
画
壇
の
絵

画
」
と
銘
打
っ
て
紹
介
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
中
の
大
阪

の
豊
か
な
文
化
を
享
受
し
、

そ
れ
ら
の
美
し
い
絵
画
の
鑑

賞
を
通
じ
て
、
関
西
大
学
創

立
百
二
十
周
年
の
記
念
と
し

た
い
。

（
文
学
部
教
授中

谷

伸
生
）

本
学
は
教
職
員
、
学
生
を
は

じ
め
す
べ
て
の
大
学
構
成
員
の

人
権
意
識
を
高
め
、理
解
を
深
め

る
助
け
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年

春
季
と
秋
季
の
二
回
開
催
し
て

い
る
人
権
啓
発
行
事
が
あ
る
。

本
年
度
秋
季
行
事
は
十
一
月

十
三
日
（
月
）
に
左
記
の
と
お

り
開
催
す
る
。
本
年
度
は
、『
日

本
工
業
新
聞
』
記
者
、『
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
』
編
集
者
、『
週
刊
文

春
』
特
派
記
者
と
し
て
活
躍

後
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
地

道
な
取
材
や
調
査
活
動
を
通

じ
、時
事
、社
会
、経
済
、教
育
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、
国
家
に
対

し
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
る
フ
リ

ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴

男
氏
を
講
師
と
し
て
招
く
。

憲
法
改
正
が
わ
れ
わ
れ
国
民

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

す
の
か
、
日
本
は
ど
の
方
向
に

進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、
流

れ
に
た
だ
身
を
委
ね
て
い
る
だ

け
で
大
丈
夫
な
の
か
な
ど
、
米

国
と
の
関
係
性
や
、
ア
ジ
ア
の

中
に
お
け
る
日
本
の
立
場
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
講
演
を
展

開
す
る
予
定
で
あ
る
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自

国
の
こ
と
を
自
分
自
身
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
考
え
る
時
間
を

共
有
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
期

待
し
て
い
る
。

講
演
の
内
容
は
、
事
前
に
各

学
部
学
舎
な
ど
に
配
置
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
『
人
権
を
考
え

る
』
に
紹
介
さ
れ
る
。
多
数
の

来
聴
を
期
待
し
て
い
る
。

（
副
学
長

芝
井

敬
司
）

岡

熊
嶽
「
桃
山
図
」（
部
分
）

�
展
示
に
つ
い
て

テ
ー
マ

「
関
西
大
学
創
立

百
二
十
周
年
記
念
展
示

大
坂

画
壇
の
絵
画
―
文
人
画
・
戯
画

か
ら
長
崎
派
・
写
生
画
へ
―
」

会

期

第
一
部
�
十
月
十

五
日
（
日
）
〜
十
一
月
八
日

（
水
）

第
二
部
�
十
一
月
十
三
日

（
月
）
〜
十
二
月
一
日
（
金
）

第
三
部
�
十
二
月
三
日
（
日
）

〜
十
二
月
十
六
日
（
土
）

会

場

展
示
室
（
総
合
図

書
館
一
階
）

�
記
念
講
演
会
に
つ
い
て

日

時

十
一
月
十
六
日

（
木
）
十
三
時
〜
十
四
時
三

十
分会

場

図
書
館
ホ
ー
ル

（
総
合
図
書
館
三
階
）

テ
ー
マ

「
大
坂
画
壇
の

絵
画
」

講

師

中
谷
伸
生
（
文

学
部
教
授
）

第
百
七
十
二
回
「
公
開
講
座
」

日
時

十
一
月
十
五
日
（
水
）

十
三
時
〜
十
四
時
三
十

分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚

文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

講
師

森

裕
之
（
経
済
・
政

治
研
究
所
委
嘱
研
究

員
）

テ
ー
マ
「
公
共
事
業
改
革
と
地

方
財
政
」

第
百
七
十
三
回
「
公
開
講
座
」

日
時

十
二
月
二
十
日
（
水
）

十
三
時
〜
十
四
時
三
十

分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚

文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

講
師

�
木

修
（
経
済
・
政

治
研
究
所
研
究
員
社
会

学
部
教
授
）

テ
ー
マ
「
社
会
的
絆
の
光
と

影
」

第
百
七
十
二
回

「
産
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時

十
一
月
二
十
九
日

（
水
）

十
三
時
十
分
〜
十
六
時

十
分

場
所

り
そ
な
銀
行
大
阪
本
社

地
下
二
階
講
堂

講
師

徳
常

泰
之
（
経
済
・

政
治
研
究
所
研
究
員
商

学
部
助
教
授
）

佐
々
木

勝
（
経
済
・

政
治
研
究
所
委
嘱
研
究

員
）

テ
ー
マ
「
少
子
高
齢
化
社
会
の

保
険
商
品
戦
略
」（
徳

常
）

「
少
子
高
齢
化
と
外
国

人
労
働
」（
佐
々
木
）

問
い
合
わ
せ
は
研
究
所
事
務

室
ま
で

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７
９

E
�
m
ail�k
eiseik

en
@
jm
.k
an
sai�
u
.ac.

jp

七
月
六
日
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ

棟
ホ
ー
ル
で
、「
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
Ｆ
ｅ
ｓ
’０６

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
総
合
情
報
学
部
の
メ
デ
ィ
ア

系
の
実
習
の
う
ち
、
Ｃ
Ｇ
・
広
告
・

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
三
実
習
が
合
同
で
今
期

制
作
の
実
習
作
品
を
発
表
す
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

実
習
に
お
け
る
作
品
制
作
に
お
い

て
、「
他
人
に
見
て
も
ら
い
、
評
価
さ

れ
る
」
と
い
う
こ
と
の
�
あ
る
��
な

し
�
で
は
、
作
品
制
作
の
意
味
や
姿

勢
な
ど
が
全
然
違
っ
て
く
る
、
と
い

う
教
員
か
ら
の
提
案
の
も
と
、
昨
年

か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

年
二
回
、
夏
冬
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。発

表
者
は
ホ
ー
ル
舞
台
の
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
の
中
心
に
立
ち
、
他
人
す

な
わ
ち
観
客
で
あ
る
学
生
た
ち
を
前

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

三
百
イ
ン
チ
の
大
画
面
で
自
ら
の
作

品
を
上
映
し
た
。
実
習
を
受
講
し
て

い
な
い
一
般
学
生
に
も
自
分
た
ち
の

作
品
を
発
表
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の
彼
ら
の

緊
張
感
や
不
安
な
様
子
、
そ
し
て
上

映
後
の
客
席
の
反
応
を
み
て
自
信
を

つ
け
た
り
た
め
息
を
漏
ら
し
た
り
と

い
っ
た
姿
を
す
ぐ
傍
で
見
て
い
る

と
、
彼
ら
に
と
っ
て
着
実
に
将
来
の

糧
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

当
日
は
こ
れ
ら

の
作
品
と
は
別
に

第
二
部
と
し
て
、

他
大
学
の
実
習
作

品
や
、
本
学
部
の

メ
デ
ィ
ア
・
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
の
自
主
制
作
作

品
な
ど
が
続
け
て

上
映
さ
れ
た
。
こ

れ
は
「
自
分
た
ち
と
同
世
代
の
学
生

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
、

ど
の
よ
う
な
作
品
を
制
作
し
て
い
る

の
か
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、
学
生
た

ち
に
意
識
や
視
野
を
広
く
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
さ
す
が
に
有
名
Ｃ
Ｇ
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
の
後
で
は
歓
声
や
拍
手

が
起
こ
る
一
方
、
負
け
じ
と
さ
ら
な

る
発
奮
を
し
た
学
生
も
い
る
な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
制

作
作
品
も
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ

れ
て
い
れ
ば
上
映
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
も
一

般
開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
が

あ
れ
ば
来
年
一
月
開
催
予
定
の
「
Ｍ

ｅ
ｄ
ｉ
Ｆ
ｅ
ｓ
’０７
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」

を
ぜ
ひ
見
に
来
て
ほ
し
い
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
）

七
月
二
十
九
日
に
逝
去
し
た

網
干
善
教
名
誉
教
授
に
従
五
位

瑞
宝
中
綬
章
が
追
贈
さ
れ

た
。昭

和
四
十
八
年
本
学
文
学
部

教
授
に
就
任
。
わ
が
国
に
お
け

る
考
古
学
研
究
の
中
心
的
指
導

者
の
一
人
と
し
て
、
意
欲
的
に

論
文
や
報
告
書
を
発
表
し
た
。

特
に
、
高
松
塚
古
墳
な
ど
の
発

掘
に
お
い
て
数
多
く
の
業
績
を

あ
げ
る
な
ど
、
調
査
研
究
に
お

け
る
顕
著
な
業
績
は
あ
ま
り
に

も
有
名
で
あ
る
。
平
成
十
四
年

に
は
大
阪
文
化
賞
、
明
日
香
村

自
治
功
労
賞
、
ま
た
十
七
年
に

は
明
日
香
村
名
誉
村
民
の
称
号

顕
賞
な
ど
、
数
多
く
の
栄
誉
あ

る
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

な
お
、
網
干
名
誉
教
授
の
遺

徳
を
偲
ぶ
た
め
、
十
月
十
六
日

（
月
）
に
奈
良
県
明
日
香
村
中

央
公
民
館
で
「
網
干
先
生
を
偲

ぶ
会
」
が
行
わ
れ
る
。

泊
園
記
念

会
、
東
西
学

術
研
究
所
お

よ
び
大
阪
府

立
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
主

催
の
「
第
四

十
六
回
泊
園

記
念
講
座
」

を
開
催
す

る
。
総
合
テ

ー
マ
は
「
東

と
西

そ
の

１０
」。会場

は
、

大
阪
府
立
文

化
情
報
セ
ン

タ
ー
さ
い
か
く
ホ
ー
ル
（
大
阪
府

新
別
館
北
館
一
階
）。

問
い
合
わ
せ
は
、
研
究
所
事
務

室
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７

９
）
ま
で
。

○
総
合
情
報
学
部
助
教
授

岡

田
朋
之
他
編

『
私
の
愛
し
た
地
球
博
愛
知
万

博
二
二
〇
四
万
人
の
物
語
』

（
平
成
十
八
年
七
月
十
三
日
・

リ
ベ
ル
タ
出
版
・
定
価
千
七
百

八
十
五
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

二
階
堂
善
弘

著『
道
教
・
民
間
信
仰
に
お
け
る

元
帥
神
の
変
容
』

（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
二
千
六

百
二
十
五
円
�
税
込
�
）

網
干

善
教
（
あ
ぼ
し
・
よ
し

の
り
�
名
誉
教
授
）
平
成
十
八

年
七
月
二
十
九

日
に
死
去
。

龍
谷
大
学
（
旧

制
）
文
学
研
究

科
国
史
学
専
攻
卒
業
。
昭
和
四

十
二
年
四
月
本
学
着
任
。
四
十

八
年
に
教
授
。
専
門
は
考
古

学
。

講 師

文学部助教授
伏見英俊

文学部教授
二階堂善弘

大東文化大学
文学部教授 三浦國雄

演 題

「チベット仏教と木版文
化」

「中国の神さま
―道教・仏教・

民間信仰の世界―」

「朝鮮・李徳懋
『蜻蛉国志』の日本観」

日 程

１１月１３日（月）

１１月１４日（火）

１１月１５日（水）

「Med i F e s ' 0 6 Summe r」

関
西
大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念

大
坂
画
壇
の
絵
画

―
文
人
画
・
戯
画
か
ら
長
崎
派
・
写
生
画
へ
―

緊
張
と
不
安
の
プ
レ
ゼ
ン

総
合
情
報
学
部
生
が
作
品
発
表

訃

報

憲
法
改
正
と
日
本
が
テ
ー
マ

テーマ「東と西 その１０」

経経
済済
・・
政政
治治
研研
究究
所所

第第４４６６回回泊泊園園記記念念講講座座

公
開
講
座

ジャーナリスト
斎藤 貴男 氏

２００６年１１月１３日（月）
１４時４０分～１６時１０分（千里山キャ
ンパス）

『改憲潮流は人々に何をもたらすか』

講演テーマ

講師

日時

場所 千里山キャンパス 尚文館 マ
ルチメディアＡＶ大教室
高槻キャンパス 教室棟Ｄ１０６教
室（映像中継）

（１０）平成１８年（２００６年）１０月１３日第 ３３８ 号
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薬薬
物物
のの
服服
用用
にに
よよ
るる

転転
落落
死死
亡亡
事事
故故

にに
つつ
いい
てて

学学
内内
にに
おお
けけ
るる

カカ
ルル
トト
宗宗
教教
団団
体体
なな
どど
のの

勧勧
誘誘
活活
動動
にに
つつ
いい
てて

◆卓球部
第７３回全日本学生卓球選手権大会
１０／１３（金）～１５（日）
尼崎市記念公園総合体育館
第４回関西学連地域交流卓球大会
１１／２３（木・祝）
枚方市・松下電器体育館
◆第２部 クラシックギター部
秋の独重奏会
１０／１３（金）
千里山キャンパス 有鄰館１階多目的ホ
ール
◆サッカー部
関西学生サッカーリーグ第３節
１０／１４（土）
京都府立山城総合運動公園太陽が丘陸上
競技場
◆アメリカンフットボール部
関西学生アメリカンフットボールリーグ
１０／１５（日）～１１／２５（土）
神戸市立王子スタジアム
ＥＸＰＯ ＦＬＡＳＨ ＦＩＥＬＤ
◆柔道部
大阪府下柔道大会
１０／１５（日）
講道館大阪
◆女子バレーボール部
秋季リーグ戦
１０／１５（日）～２９（日）
本学、大阪教育大学 他
◆陸上競技部
第８３回関西大学・法政大学陸上競技定期
戦
１０／１５（日）
堺市・金岡陸上競技場
第４３回関西学生学年別選手権大会
１０／１７（火）～２０（金）
大阪市・長居第二陸上競技場
第３１回関西私立四大学対校陸上競技大会
１０／２９（日）
豊中市・服部緑地公園内服部陸上競技場
第６８回関西学生対校駅伝競技大会
１１／１８（土）
琵琶湖コース
◆第２部 軽音楽部
１０月定期ライブ
１０／１８（水）・１９（木）
千里山キャンパス 有鄰館１階多目的ホ
ール
学外ライブ
１１／２３（木・祝）
難波ロケッツ
◆演劇研究部「学園座」
秋公演
１０／２０（金）～２２（日）
千里山キャンパス 凜風館４階小ホール
◆空手道部
第２９回関関同立戦
１０／２１（土）
関西学院大学上ヶ原キャンパス
第５０回全日本大学空手道選手権大会
１１／２５（土）・２６（日）
日本武道館
第２５回関慶戦
１１／２７（月）
慶応義塾大学
◆アーチェリー部
第４４回関西学生アーチェリー新人戦
１０／２２（日）
会場未定
対立命館大学定期戦
１０／２９（日）
立命館大学
◆重量挙部
第５１回全日本学生ウエイトリフティング
新人選手権大会
１０／２２（日）・２３（月）
神奈川県・磯子スポーツセンター
◆吟詩部
平成１８年度学内吟詠発表大会
１０／２２（日）
千里山キャンパス ＫＵシンフォニーホ
ール
◆混声合唱団「ひびき」
千里山ミュージックキャンパス
１０／２５（水）～２８（土）
千里山キャンパス

◆航空部
関関同立グライダー競技会
１０／２７（金）～１１／３（金・祝）
東海・関西グライダー競技会
１１／３（金・祝）～１２（日）
岐阜県・木曽川滑空場
◆テニス部
関西学生新進テニストーナメント
�予選�
１０／２８（土）～１１／８（水）
各大学
関西学生新進テニストーナメント
�本選�
１１／１７（金）～２３（木・祝）
万博テニスガーデン
◆器械体操部
明関対抗体操競技定期戦
１０／２９（日）
天六キャンパス 体育館
◆剣道部
第５４回全日本学生剣道優勝大会
１０／２９（日）
大阪市中央体育館
第２５回全日本女子学生剣道優勝大会
１１／１２（日）
愛知県武道館
第１９回関西学生剣道新人大会
１１／２３（木・祝）
近畿大学記念会館
◆射撃部
第５３回全日本学生ライフル射撃選手権大
会
第１９回全日本女子学生ライフル射撃選手
権大会
１１／１（水）～５（日）
埼玉県・長静射撃場
第３１回全関西学生ライフル射撃新人戦
第３１回全関西学生ライフル射撃不朽戦
１１／１１（土）・１２（日）
和歌山海南射撃場
◆馬術部
第５６回全日本学生賞典障害飛越競技
１１／１（水）・２（木）
第４９回全日本学生賞典馬場馬術競技
１１／３（金・祝）
第４９回全日本学生賞典総合馬術競技
１１／４（土）・５（日）
東京都・ＪＲＡ馬事公苑
◆ヨット部
全日本学生ヨット選手権大会
１１／３（金・祝）～５（日）
福岡県・小戸ヨットハーバー
◆相撲部
第８４回全国学生相撲選手権大会
１１／４（土）・５（日）
東京都・両国国技館
◆囲碁部
秋季関西リーグ
１１月初旬予定
アルプス江坂
◆落語大学
千里寄席
１１／９（木）～１１（土）
千里山キャンパス 第２学舎Ａ４１教室
◆女子ハンドボール部
高松宮記念杯女子第４２回平成１８年度全日
本学生ハンドボール選手権大会
１１／１６（木）～２０（月）
会場未定
◆邦楽部
創部６０周年記念定期演奏会
（第４７回邦楽の夕）
１１／１９（日）
吹田メイシアター 中ホール
◆バトミントン部
関西学生バトミントン新人戦大会
１１／２１（火）・２２（水）・２７（月）
大阪市中央体育館
◆奇術研究部
学外発表会
１１／２４（金）
大阪府立森ノ宮青少年会館
◆拳法部
第５１回全日本学生選手権大会
１１／２６（日）
大阪府立体育館

今
年
の
統
一
学
園
祭
の
日
程

が
、
十
一
月
九
日
（
木
）
か
ら

十
二
日（
日
）に
決
定
し
た
。
テ

ー
マ
は
、「
１２０（
ひ
と
つ
の
わ
）」。

本
学
は
、
今
年
で
創
立
百
二

十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。「
ひ

と
の
わ
（
輪
）」
で
百
二
十
年
と

い
う
歴
史
を
築
き
、
そ
の
伝
統

を
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未

来
へ
と
紡
ぎ
繋
げ
て
、
さ
ら
な

る
高
み
に
あ
る
「
ひ
と
つ
の

わ
」
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
の

重
み
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
思
い
か
ら
命
名
さ

れ
た
。

今
年
の
学
園
祭
も
、
模
擬
店

を
は
じ
め
、
研
究
発
表
、
中
央

ス
テ
ー
ジ
企
画
、
講
演
会
、
後

夜
祭
と
楽
し
い
行
事
が
目
白
押

し
と
な
っ
て
お
り
、
三
日
目
に

行
わ
れ
る
ラ
イ
ブ
で
は
、
新
進

気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
Ｓ
ｏ

ｗ
ｅ
ｌ
」
と
「
ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
ｄ

ｙ
」
の
二
組
の
出
演
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
心

か
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
を
中

心
に
思
い
出
に
残
る
学
園
祭
を

創
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
多
く

の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

（
学
生
生
活
課
）

第
一
部
学
友
会
費
に

関
す
る
経
緯

全
学
代
表
機
関
で
あ
る
関
西

大
学
第
一
部
学
友
会（
以
下「
学

友
会
」
と
い
う
。）
は
、
学
園
紛

争
の
煽
り
を
受
け
、
昭
和
四
十

四
年
頃
か
ら
事
実
上
崩
壊
し
、

再
建
の
見
通
し
が
ま
っ
た
く
立

た
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
学
友
会
費
に
関
し
ま
し

て
は
、
当
時
の
学
友
会
中
央
執

行
委
員
会
事
務
引
継
者
で
あ
っ

た
学
生
か
ら
大
学
あ
て
に
、
昭

和
四
十
六
年
三
月
二
十
五
日
付

で
、「
次
期
学
友
会
中
央
執
行
委

員
会
若
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る

学
友
会
を
代
表
す
る
機
関
が
成

立
す
る
ま
で
の
間
、
関
西
大
学

第
一
部
学
友
会
名
誉
会
長
で
あ

る
学
長
に
学
友
会
費
を
保
管
願

い
た
い
」
旨
の
願
書
が
提
出
さ

れ
、
爾
来
、
歴
代
の
学
長
名
義

で
学
友
会
費
を
管
理
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
大
学
が
そ
れ

ま
で
代
理
徴
収
し
て
い
た
学
友

会
費
を
、
昭
和
四
十
六
年
度
後

期
か
ら
取
り
止
め
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、

学
友
会
費
の
預
か
り
資
産
は
当

初
（
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
十

日
現
在
）
の
八
千
三
十
四
万
五

千
百
十
一
円
に
預
金
利
息
が
加

わ
り
、
二
億
六
千
六
百
九
十
一

万
三
百
六
十
九
円
に
も
な
り
ま

し
た
。

学
長
名
義
で
学
友
会
費
を

管
理
す
る
こ
と
の
問
題
点

昭
和
四
十
六
年
以
来
、
学
長

名
義
で
学
友
会
費
を
管
理
し
て

い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
限

り
、
資
産
の
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

二
億
六
千
万
円
を
超
え
る
多
額

の
預
か
り
資
産
を
大
学
会
計
の

枠
外
（
簿
外
）
で
長
期
間
放
置

し
て
お
く
こ
と
は
、
財
産
管
理

上
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
加
え
て
、
約
三
十
数

年
間
も
学
友
会
も
し
く
は
そ
れ

に
代
わ
る
全
学
代
表
機
関
が
再

建
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
、

再
建
に
向
け
た
動
き
も
期
待
出

来
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
の
措
置

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
本

案
件
を
解
決
す
る
た
め
、
法
律

お
よ
び
会
計
上
の
視
点
か
ら
専

門
家
の
意
見
を
徴
す
る
と
と
も

に
、
他
大
学
の
事
例
等
も
参
考

に
種
々
検
討
の
結
果
、
財
産
管

理
上
の
措
置
と
し
て
、
法
人
の

一
般
会
計
に
雑
収
入
と
し
て
組

み
込
む
こ
と
と
し
、
そ
の
使
途

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
一

月
十
二
日
開
催
の
理
事
会
に
お

い
て
、
学
内
関
係
機
関
で
の
検

討
結
果
を
踏
ま
え
、
学
友
会
費

の
本
来
の
使
途
目
的
で
あ
る
学

生
の
福
利
厚
生
事
業
の
た
め
に

活
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
平
成
十
七
年
度
決

算
で
第
三
号
基
本
金
の
「
奨
学

基
金
」
に
、
学
友
会
費
二
億
六

千
六
百
九
十
一
万
三
百
六
十
九

円
を
上
乗
せ
し
て
積
み
増
す
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
学
友
会
費
の
取
り
扱

い
に
関
し
ま
し
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
間
の

事
情
を
ご
賢
察
の
う
え
、
大
学

の
措
置
を
ご
了
承
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
十
八
年
九
月

学
校
法
人

関
西
大
学

○
レ
ス
リ
ン
グ
部

八
月
三
十
一
日
、
九
月
一
日

に
グ
ア
テ
マ
ラ
で
開
催
さ
れ
た

二
〇
〇
六
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
体
育
会
レ
ス
リ
ン
グ
部
の

前
原
愛
さ
ん
（
社
二
）
が
女
子

五
十
一
�
�
級
で
優
勝
し
た
。

○
水
上
競
技
部

九
月
一
日
か
ら
三
日
に
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ

た
第
八
十
二
回
日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
に
お
い
て
、

浦
部
紀
衣
さ
ん
（
文
二
）
が
女

子
百
�
自
由
形
、
二
百
�
自
由

形
で
優
勝
し
、
二
冠
を
達
成
し

た
。

○
射
撃
部

九
月
六
日
か
ら
九
日
に
能
勢

町
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で
行
わ
れ

た
第
五
十
三
回
秋
季
関
西
学
生

ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
十
七
年
ぶ
り
に
総
合

団
体
優
勝
を
飾
っ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

本
年
七
月
十
一
日
、
本
学
学

生
が
ク
ラ
ブ
部
室
内
で
本
学
学

生
か
ら
入
手
し
た
茶
色
の
粉
末

を
服
用
後
、
異
常
な
行
動
を
と

り
始
め
、
本
学
学
生
の
居
住
す

る
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
転

落
し
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
警
察
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
茶
色
の
粉
末

は
「
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締

法
」
で
は
規
制
対
象
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
に
類

似
し
た
幻
覚
、
興
奮
作
用
を
有

す
る
薬
物
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
直
ち
に
事
実
経

過
を
把
握
す
べ
く
調
査
を
進

め
、
事
件
発
生
の
翌
日
（
十
二

日
）
の
夕
刻
に
マ
ス
コ
ミ
に
対

す
る
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。
副
学
長
か
ら
事
件
の
経
過

や
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
報

告
す
る
と
と
も
に
、
学
長
で
あ

る
私
は
亡
く
な
ら
れ
た
学
生
の

お
通
夜
に
出
席
し
、
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
学
生
セ
ン
タ
ー

で
は
、
七
月
二
十
六
日
、
大
阪

府
健
康
福
祉
部
薬
務
課
の
西
村

章
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、
啓

発
行
事
「
薬
物
乱
用
防
止
に
関

す
る
講
演
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
演
会
に
は
、
本
学
の
課

外
活
動
団
体
の
代
表
的
な
学
生

諸
君
を
中
心
に
約
三
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
演
会
終
了

後
、
課
外
活
動
の
全
団
体
を
対

象
に
「
薬
物
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
配
布
し
後
日
回
収
し

ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
団
体
に

お
い
て
薬
物
を
使
用
し
て
い
た

と
い
う
事
実
は
、
全
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
茶
色
の
粉
末
を
渡
し

た
本
学
文
学
部
の
学
生
に
対
し

て
は
、
九
月
十
三
日
の
教
授
会

に
お
い
て
、
そ
の
処
分
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
薬
物
の
危
険
性

に
関
す
る
安
易
な
認
識
と
判
断

か
ら
、
最
悪
の
事
態
を
招
い
た

こ
と
に
鑑
み
て
、
「
無
期
停

学
」
の
処
分
が
行
わ
れ
ま
し

た
。学

生
諸
君
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
関

西
大
学
の
学
生
と
し
て
、
ま
た

大
人
と
し
て
節
度
あ
る
行
動
を

と
ら
れ
る
よ
う
切
望
し
て
お
り

ま
す
。
と
と
も
に
本
学
と
し
て

も
、
引
き
続
き
、
薬
物
に
対
す

る
危
険
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
よ
っ
て
啓
発
し
て
ゆ
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

（
関
西
大
学
学
長

河
田

悌
一
）

新
聞
報
道
等
で
も
あ
り
ま
し

た
と
お
り
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
内
外
で
勧
誘
活
動
を
行
う

危
険
な
カ
ル
ト
宗
教
団
体
が
存

在
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
団
体
は
、
サ
ー
ク
ル
を
装

い
勧
誘
活
動
を
行
う
た
め
、
勧

誘
さ
れ
た
本
人
が
カ
ル
ト
宗
教

だ
と
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
マ
イ

ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
団
体

に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、

学
生
時
代
の
貴
重
な
時
間
が
台

無
し
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

家
族
と
の
関
係
や
自
分
の
人
格

を
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
学
生
諸
君
は
、
そ
う
い
っ

た
勧
誘
に
十
分
注
意
し
、
安
易

に
署
名
し
た
り
、
相
手
に
住
所

や
電
話
番
号
を
教
え
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
て
、
個
人
情
報
の

保
護
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
上

記
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た

り
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
者
を
見
か
け
た
場
合

は
、
学
生
生
活
課
へ
直
ち
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
学
生
生
活
課
）

（
写
真
提
供：

関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

１２０
ひとつのわ

１１
月
９
日
�木
〜
１２
日
�日
に
開
催

学学園園祭祭のの日日程程決決ままるる

関
西
大
学
第
一
部
学
友
会
費
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

１０月１３日～１１月２８日

課外活動行事予定
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留学生の留学生の

僕は、アメリカの
ミズーリ州セント
ルイスにあるウェ
ブスター大学から
来ました。アメリカ
では、大学に重量挙
部がなかったため、
セントルイスの隣
にあるカー
クウッドの
重量挙クラ
ブに所属していました。そのクラブの
主なメンバーは中・高校生で、24歳の
僕が最年長者という幅広い年齢構成だ
ったため、メンバーの目標はまちまち
でした。関西大学の重量挙部では、メン
バー全員が各大会で優勝するというひ
とつの目標に向かって努力していたた
め非常に結束力が高く、この１年間で
大切なフレンドシップを築くことがで
きたと思っています。
僕が関西大学に留学しようと思った

きっかけは、2004年の世界学生重量挙
選手権大会で３位に入賞した後の冬
に、関西大学の交換留学制度を知った
ことです。日本の大学、とりわけ関西大

学に留学を希望し
た理由は３つあり
ます。まずひとつは、
重量挙に関してア
メリカよりも日本
での人気が高いた
め切磋琢磨できる
環境が整っている

こと、２つ目
は、ウェブス
ター大学で

昨年から設置された日本語の授業を履
修しており、日本語を上達させたかっ
たこと、３つ目は、日本文化に興味があ
り、京都や神戸へのアクセスが便利な
大阪にある関西大学で学びたかったこ
とです。
しかし、留学には多額の費用が必要

なため、留学の夢は実現できないだろ
うと思っていました。それでも諦めず
に所有していた自動車やパソコンなど
を売り、何とか留学の資金を工面し、や
っとの思いで留学することができ大変
良かったと思っています。社会人にな
って世界重量挙選手権大会に出場し優
勝する夢をかなえるために、これから
も頑張ります。

入部すれば誰でも初め
から的に向かって弓を放
てると思って、留学して
きてすぐに弓道部に入り
ました。しかし、いざ入
部してみると、的の前に
立てるようになるまでに
も修行がありました。私
は今、その修行の真っ最
中です。一日でも早く的
に向かえるように、ほと
んど毎日一生懸命練習し
ています。弓道をしていて一番気持ち
いい瞬間は、的に当たったときのドキ

ドキする瞬間ですが、私は弓を射る
ときの集中力が最高に高まる瞬間
も好きです。
礼儀や上下関係を重んじる弓道

では、厳しいと感じることもたくさ
んあります。しかし、辛いことや厳
しいことであっても、それが修行に
なるのなら、どんなこともやってみ
たいし、いろんな経験を通してもっ
と深く日本を知りたいと感じてい
ます。それに厳しい練習も仲間と一
緒なら頑張ることができます。弓道

部のみんなはとても優
しく、いつもニコニコ
しながら話しかけてく
れます。今は弓道に夢
中ですが、東京タワー
を見てみたいとか雪に
触れてみたいとか、日
本に滞在している間に
仲間たちと行ってみた
いところやしてみたい
ことがたくさんあります。
これからも日本の素晴ら

しさを体感したいです。

せっかく日本に来たのだから、
今まで経験したことがないスポー
ツを始めてみようと思っていたと
ころ、私が生活している学生寮の
友達が少林寺拳法部を紹介してく
れたので、すぐに入部しました。
寮での生活でも部活動でも感じ

たのは、日本人の謙虚さと規律の
正しさです。きちんと挨拶をし、決
して威張らないし、物でも場所で
もまずは譲り合います。日本人に
とっては当たり前のことかもしれ
ませんが、当たり前のように行わ
れる会話に、驚いたことが何度も
あります。

少林寺拳法で
は、無駄のない動
きをめざすこと
で気持ちがシャ
キッとします。日
本語がまだあま
り話せないとき
から、私がわかる
までゆっくりと
教えてくれた仲

間には、上達する度に「みんなのおかげ」
という気持ちが自然と湧いてきまし
た。
日本に来るまで私にとって日本のイ

メージは、日本の経済にみるような物
理的な豊かさでした。しかし、日本で
一年間生活をしてみると、その側面だ
けではなく、人から伝わってくる精神
的な豊かさを強く感じます。帰国した
ら、４歳の弟にも少林寺拳法を教えよ
うと楽しみにしています。

僕は、ベルリン自由大学日本学科
の博士課程に所属し、今年の４月か
ら関西大学大学院社会学研究科
マス・コミュニケーション学専攻
の研究生となりました。落語大学に
「入学」したきっかけは、以前から日
本のお笑いを研究していたのです
が、落語に使われるような古い日本
語が理解できなかったため、落語に
触れることで理解が深まると思っ
たからです。
落語大学では、関大亭老松（かん

だいてい・おいまつ）という芸名を
いただきました。写真は部長から芸名
をいただいたときのものです。落語大
学は毎年ライブを行い、落語やコント
などを披露しています。今年、僕は20
人弱で演じたコントに参加し、「友達５」
という役で、初めて舞台に立ちました。
その時のセリフは「くるぶし打撲」な
ど、セリフ自体はナンセンスそのもの
でしたが、観客から大きな笑いを得る
ことができました。
在学中に漫才にも取り組んでみたい

と常々思っており、ようやく相方を見
つけたところです。好きな芸人は、夢路
いとし・喜味こいしさんなどのベテラ
ンから品川庄司さんのような若手まで
幅広く、いとし・こいしさんの漫才はお
笑いを研究するうえでの素材としても
取り入れています。
現在は、木村洋二社会学部教授のサ

ポートを受け、お笑い関係の会合への
参加や、自分の研究発表を通して、お笑
いの人的ネットワークを広げていま
す。僕の研究成果としては、ベルリン
自由大学での修士論文を本国ドイツで
出版する予定です。出版されれば、欧
米では初めて日本の漫才に関する研究
書が世に出ることになります。今後２
年間で、ベルリン自由大学に提出する
博士論文を完成させ、修士論文と同様、
出版し、海外に日本のお笑いを伝えて
いきたいと思っています。
関心のある人は僕のブログを参照し

てください。

日本で過ごしたこの１年間、私は日
本拳法を通して、これからの人生にお
いてかけがえのない精神を学びまし
た。それは、心の強さです。自分より小
柄の日本人が、負けると分かっていて
も躊躇なく立ち向かってきたとき、そ
の純粋さと力強さに驚きました。「どう
して負けるとわかっていても戦えるの
か」と聞くと、「自分を強くしたいから」
とすぐに答えが返ってきました。
はじめは友達を思いっきり殴るとい

うことにためらいがあった私ですが、
自分を強くしたいという自分自身の気
持ちを絶対に裏切らない仲間たちのま
っすぐな姿勢を、だんだんと理解でき
るようになりまし
た。技を磨き、強く
なるためには、真正
面からぶつかり合
える相手が必要で
す。いくら面と胴を
着けていても、本気
でぶつかり合えば
あざができるほど
の痛みを伴うのは
当然のことです。しかし、相手と一
緒に強くなりたいという思いがあ
るからこそ、お互い手加減など一
切せずに150％の力で相手を殴る
のです。相手を尊敬し、相手と一緒
に強くなりたいという友情。心の
強い人はまた、優しくもあるのだ
と感じました。
帰国しても、日本で学んだ純粋

で強く優しい心を忘れずにいよう
と思います。

整った環境の中、仲間と切磋琢磨

海
外
に
日
本
の
お
笑
い
を
伝
え
て
い
き
た
い

日
本
の
精
神
的
豊
か
さ
を
感
じ
る

厳
し
い
練
習
も
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
れ
る

ベルギー
最古の大学
であるルー
ヴェン・カ
トリック大
学から、交
換派遣留学
で関西大学
に来たトム
です。
ルーヴェ

ン・カトリ
ック大学で
は、第２外
国語として
フランス語
やオランダ語を専攻する学生が多
いのですが、僕は日本語を専攻しま
した。理由は２つあり、まず漢字の
持つ美しさに魅了されたこと、次に
将来在ベルギー日本企業に就職し
たときにビジネスとして支障のな
いように日本語を勉強したいと考
えたからです。
関西大学では、陸上部に所属しま

した。12歳から中距離である800
メートル走を専門種目とし、18歳
からはトライアスロンに取り組む
ようになりました。関西大学の陸上
部に入部したのもトライアスロン
の練習の一環です。
巡礼で有名な四国88カ所を自転

車で巡ったことは、一番の思い出で
す。僕が好きな仏教に関する実地調
査とトライアスロン出場に向けた
自転車の練習の両方を兼ねること
ができました。その旅行中、日本人
の友人も数人できました。
先日も200キロメートルある琵

琶湖を一日かけて自転車で一周しまし
た。そのような行動に、同じ留学生の
友人は驚くと同時に敬意を表してくれ
ているようです。
帰国後は、２年間経済学を勉強した

後に、日本では釣具で有名なシマノの
ベルギー支社に就職したいと考えてい
ます。シマノは自転車の部品メーカー
でもあり、趣味と実益を兼ねることが
できるからです。将来的にはトライア
スロンの世界選手権の1つであるアイ
アンマンに出場することが夢です。

め
ざ
す
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
世
界
選
手
権
出
場

セルヒオ・エレガ・メル
カドさん FROMメキシコ

ベン・オーバーカンプさん
FROMアメリカ

ティル・ワインガ－トナーさん
FROMドイツ

トム・ルアージュさん
FROMベルギー

クリス・タチバナさん
FROMアメリカ

弓
道

陸
上

挙
重量

落
語

日本
拳法

スペンサー・ブレンドンさん
FROMアメリカ

少林寺
拳法

筆者左から
３人目

筆
者
右

学
ん
だ
純
粋
な
強
く
優
し
い
心

クリスさん左 スペンサーさん右

急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
大
学
に
は
地
域
へ

の
関
わ
り
と
貢
献
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て

も
、
産
学
連
携
、
高
大
連

携
、
公
開
講
座
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
連
携
さ
せ
た
我
が
国
初
の

シ
ニ
ア
住
宅
の
試
み
も
発
表

さ
れ
た
。

地
域
の
人
々
を
は
じ
め
シ

ニ
ア
や
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ

方
々
に
も
開
か
れ
た
大
学
と

な
る
に
は
、
多
様
な
情
報
サ

ー
ビ
ス
へ
の
支
障
の
な
い
ア

ク
セ
ス
を
確
保
し
、
情
報
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
学
び
の
機
会
を
求
め
る

す
べ
て
の
人
々
と
の
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

す
広
報
活
動
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
（
堀

雅
洋
）
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